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" ッ ブ」 ヲ出來 得 ル 限タ 水面下 ゾ鏈鐶 r ス タ ッ ド」 ノ 下方 一一 貫&シ テ導火 藥罐ヲ 下部 

鏈鐶ノ 肩部 -1 克ク 密接 セ シ メ而テ 「スト & ッブ」 ノ他端 一一 彈丸又 ハ 錘 量ヲ鈎 結ス , 二 ァ 

タ而テ 其 發火法 "前 法 ニ同シ 

錨镄甚 タ大ナ ラス 其 位 S 垂直 ナ X カ若ク ハ殆ト 垂直 二 シテ 緊張 セ だ モノ ナル 片 ハ此装 

藥 一一 テ 充分 ナリト 維 然ラザ ルキ ハ装藥 /量 ヲ增ス ベ 、ン 

「セン ニット、 スト；： ヴブ」 ヲ 「ス タッド」 ノ 下方 一！ 貫通 シテ 装藥ヲ 下部 鏈 肩部 ュ密 

接セ シムだ 目的 ハ 次下ノ 鰱鐶ヲ 破壤ス ル 一一 ァリ 而シテ 若シ該 鏈鐶/ 中央 即チ 「ス タツ 

ド」 ノ所ヲ 横 遇 シテ 縛着ス ル *： ハ單ー 一「 ス タッド」 ヲ 吹放ス ルノミ 一 一 シテ 錨鎖ヲ 破壤ス 

^ 二 至ラザ だべ シ 

水面 上 一一 於テ ハ導 火藥鎩 一 個 ノ代リ 一一 其 ニ個ヲ 使用 セザ ^ ベ カラ ズ 
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水雷 術 敎科書 卷之ニ I 九十 二 

火藥騮 ヲ袋ノ 中央 一一 糾着ス へ シ 

綿火樂 ； 充分 迚 續密 着セ シム ルー 一 注意 ス ル ヲ要ス 即チ其 最良 法 "各 r デ スク」 ヲ 二三 片 

-碎キ 糸ヲ以 テ之ヲ 珠馼狀 一一 赏 キ テ &內 一一 ^入 シ 而 シ テ 導 火藥罐 ヲ 其 中央 一一 縛 着 ス^ 

ュ ァ リ 

該装 藥ヲ m 氣ユ依 テ^ 發 セシム タキ" 一、 人 五 「ォ I ム」 * 中 ^ 發信管 ヲ用ヒ 安全 導 火 

線 一一 侬テ 爆發セ シ ムルキ ハ十五 ゆ^ 發信^ ヲ川ュ (第 十六^ 乙) 

該袋ヲ 防材/ 全闳 -ー 環繞ス ツキ ハ其^ 發ノ効 カ^モ 顯著ナ リト雖 先 時 問 ヲ耍ス ル 力 故 

一一 砲搫ノ 激烈 ナ ル 場合 ニ於テ つ 到底 之 ヲ行フ コ ト難 シ故ュ 通お ハ 砂袋お ハ其他 便宜 ノ 

重量 ヲ袋 ノ兩端 一一 槃キ單 一 一 之 ヲ防材 上 一一 跨 ラシ メ而 シテ其 中央-附着 シ アル 「スパン 

ャ ー ン 、ストップ」 ヲ透シ テ釘ヲ 打 込 ミ以テ 之 ヲ防材 二 固着 ス 〃ヲ良 トス 

第三 錨 敛破^ (第 四十 七闥) 

錨鎖ヲ 破^ セ ン 一一 ハ尋常 接合 法 ヲ用ヒ タル 二 個 ノ^ 發 信管 幷 一一 地 電路 ヲ 装備 シ タル 導 

火 g 皤 一個 「セン ニット、 スト u ッブ」 - 條及約 一 五 r キ &」 ノ彈丸 又 、ノ MM 二 鉄 鈎ヲ附 

シタダ 鉤^ ヲ 使用 ス ベ シ而テ 其 装 S 法 つお 火藥罐 一一 「ス ト n ップ」 ヲ 結着 シ而テ 其 r ス 



一 m m m * ― •- —r 
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水 害卷之 1 一 九十 j 



ノ害ヲ 被 ラサ ラシ ム ル 一一 足ル 充分 ノ長 サァ ル ヲ耍ス 

然レ 先 電飫ヲ 使用 セサク 片 ハ 導火藥 ^一一 爆 發子ヲ 装備 シテ^ サニ 米、 五ノ 安全 導火線 

ヲ附着 ス へ シ此塢 合- 1 於テ ハ常ー 一 信管 ノ端ヲ 乾燥 セ シムル 1 一一 注意 セサル へ カラス 而 

シテ 之ヲ發 火セシ ムル前 二 ；必ス 其 二 五 「ミリ」、 五 ヲ切斷 シテ以 -ズ其 端/乾燥 ヲ確ム 

ぺキ モノ トス 

第二 防材/ 木造 部破墩 

防材ノ 木造 部ヲ 破壊 ス ル お モ簡： ：s+ ル方^ ハ綿 火藥ヲ 滿シ タル 帆布 製ノ管 袋ヲ以 テス 

ル 二 ァリ 而メ其 長サ "尜ョ リ破 &セ ラ ル ベ キ防材 /大小 -: 從フ モノ ナル 力 故 一 定ノ寸 

尺 アル r 'ナシ ト雖 先何レ ノ 場合 二 於テモ 防材ヲ 環繞ス だ 二足 ル 充分/長 サ ァルヲ 耍ス 

(註) 「ダイナ マイト」 ヲ 使用 ス ル キ ハ 充分 油 二 S シタ ル管袋 ヲ用ュ ル 一一 如 カズ ト雖モ 

^シ 該袋ヲ 防材ュ 附着 ス だ マダ 乾燥 ニ保ッ 「マ 得， ハ强テ 之 ヲ爲ス 二 及 バズ 如 

何 トナレ ハ 装藥ヲ 防材 二 附着 シテ ヨリ 之 ヲ爆發 ス ル マダノ 時間 ノ ミ 二 テ ハ 「ナ 

イト 口、 グ リンス リン」 ヲシ テ 流出 セ シム ルー 一 足ラ サレ ハナ リ 

「ダイナ マイト」 ヲ 使用 ス タキ ハ其 五六、 七 「ヅ ラム 一、 ノ小 33 ヲ袋内 二 填 入 シテ導 
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第一 鍋 索破斷 (第 四十 六 鰯 甲) 

鋼索 ハ^ 發藥ヲ 以テ甚 ダ破斷 シ難キ 物 K ナ V 從來 ノ實驗 二 據ル片 ハ r パ I セ ご 及 「セ 



ラ 



〃ブ」 ヲ 爲シタ \ 一 五三 「ミリ」 ノ 錮索ハ 少ナク モ約 一 八 听半ノ 綿火藥 ヲ用ュ 庀 一一 ァ 

ザ レ パ其 陂斷 二十 分 陰 ヲ鍰ク 一一 足ラ ザん モ ノ 二 シテ ニ听四 分/ 一 ゾ導火 藥罐ノ ミヲ以 



テスタ *: ハ僅カ 一一 其 外面 ヲ陂 毀ス ル 一 一 止 



レ 



エキス ブ a • ^ング ケラ ツ子 ル 



(第 四十 六 蹴 甲) 一 一 示ス 大形 爆 發藥付 探 海錨ハ 鉄索 等ヲ 破斷セ ン ガ爲メ 二 支給 セラ 



ノ 



モ / ナリ而 シテ其 装 藥 



听四分 



/ 



ノ 



^藥謹 及ニ听 四 分 



ノ 



ノ 



^火 藥^ ヲ用ュ 



；驗 一一 K ダ 一 I 該探 海錨ヲ 水面 二 浮べ タル 一 五三 「ミリ」 ノ 鉄索 一一 釣ケ 其装藥 ヲシテ 十分 



該索ニ 鲷接セ シ ムルキ ハ克ク 之 ヲ破斷 



、ン 



5 



ト 



雖 re 單 一一 之ヲ 鉄索 一一 鈎 クル ノ ミ 一一 シ テ 



十分 - 密接 セ シ メサル "决シ テ之ヲ 破斷ス ル 「能 ハサ ルナ リ 故-一 該探 海錨ノ 「アイ」 

一一 彈丸^ ク ハ 其他ノ 重； fi ヲ 附着 シテ 以ープ 装藥ヲ 十分 該索 一一 觸接セ シム へキ モノ トス 

右 導 火 藥罐ハ 尋常 一一 接合 シ タル 二 個 ノ燔發 信管 ヲ 装備 ス へ キ モ ノナリ 而シテ 其 一 脚-一 

地板ヲ 接合 シ他/ 一 W 二長キ 導^ ノ 一 條ヲ 接合 ス へ シ 但シ此 導線 ハ 電池 艇ヲ シ テ燔發 
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(註) 演習-一 於テ 假^^^ チ川フ か仵 ハ i=.f づ イシ」 チ艇內 一 1 結止ス か -1《：E" 弱キ 「口 I プ、 ャ- ン」 等チ用 t 

サ レバ 「コィ i 1 ノ儘 シテ 水雷 嬢ノ 落下 チ早メ シムか コトァ 



第 四 項 障碍 物 排除 法 

凡ゾ 障^物 殊 一一 防材ハ 十字^ ノ射, 血-一 設笾ス か モノ ナレ ハ防粱 カノ 佤 値 ハ敵チ グ テ茲 --31^ セ シム. ^時間 

ノ 县- 組 一一 比例 ス故 一 一 之 力 强通ノ 迅速 ナ か ハ K 要点 中ノ 最モ肝 耍ナ か モ ノ ナリ 

强過ノ 方法 一 二 シ デ足ラ ス ト雖 m 一 般 一一 應用セ ラシべ キ モノ チ 左-一 描ク 

一 水 翥 艇 1ー テ降 ま： 物チ 躍越ス ^「 

二 澳^ 若ク ハ夜陰 - 一乗 ジ防材 ノ如キ ナか 物^ ハ爆钛 ^チ 利用 シテ 破壞シ 或ハ 人力 チ以テ 之チ切 斷シ浮 

游物 ハ兩^ 一一 丸乂 ；鏵ぉ チ附シ タル 銖籴チ W テ洸ム かづ ト 

三 防材チ 維持 スか籽 舟 等- 1 向 テ魚形 水雷 チ 我射ス かづ ト 

四 佤 K 水雷 チ瘅害 物 一 者 セ シメ 或ハ爆 教藥チ 搭載 セ か 小 汽艇 チ 之-一向 テ 放追セ シム かづ ト 

以上 ft 注 中 第一 ハ枏臂 險ノ 嫌ナキ 一一 非 サかモ 不完全 ナか降 害 物 一一 對シ テハ 迅速 一一 行ハ レ 得ぺキ チ以テ 他ノ方 

法 二 比シテ »u 所 アル 力 如、 ゾ然レ 钱的 水雷-一 シテ 防材ノ 附近-一駄 設シァ ル* ハ之チ 排除 ス か ノ裝 S ナキ 

* ハ甚タ 危險ナ リ故ニ 時間 ノ許 スァラ ハ第 ニ法チ 採かぺ シ 第三 第 四 法 二 至テ ハ U ハ應 贫ノ ー锒 タヤ-過 キス 

浮游 降 害 吻チ超 通セ ン -ー ハ大^ 力 チ用并 か 力 或 ハ全ク 推 U 器ノ 通傅チ 停止 ス ぺ シ 若シ然 ラス シテ微 速力 チ用 
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水雷艇 ト *s 艇トチ 曳キテ 航進シ 其？？ 行 ハン トス か 通 宣ノ位 £ 二 來かャ 小 濂艇ョ "白旗 チ 拔ケ投 

錨 用意 ノ信号 チ示ス 此^^ 池 艇ニ於 テハ我 雜ノ 準備 チナシ 白旗 一一 注目 シ其 旗ノ 下^ ト 共-投錨 ス而シ テ反裝 水 

雷 Jtthl 在テ ハ各 「ス W クプ」 ノ 安全 針 チ拔ク モノ トス 

き 一 於 チ嫌 艇ハ 全速力 チ以テ 一定 ノ 方向 一一 直進 スで ゾ然ス ^ ハ笕街 ノ 張力-一依" 兩側ノ 水雷 ハ瓶次 一 S ラ落 

下シ綞 a ト 共-一 沈^ ス似シ 第 一 浮檫ハ 時宜 ュ依 リ艇 ft2 チ 落下 セシム "「ァ リ而 シテ最 后ノ 浮標 ノ 落下 チ認メ 

* レ *: 谏 ttu 赤澳チ S 々教^ 川煮ノ 信号 チナ. ソ-？ K ノ各端 一一 於 テハ其 心 線 チ發^ f^i 一一 裝^ チ《 池 ノ穢搔 ナ^ 

S 線 -ー 接合 ス Ml ノ 審 ハ 適 直 赤旗 チ下シ 1蒸 矗着 シテ笑 チ行フ $ 一一 墓 一一 於テモ 亦窀錢 チ E 

着スか モノ トス (第 四十 五 H 丁) 

水 宙 及 is ヨリ 自働 的-一 落下： 樣 i シ t モノ ナ" ト管艇 內-ー ハ必ズ i ノ t チ配 乘セ ザ^ 力 

ラズ 而シテ 進行 中 £a 等 チ被 S セラ レ或ハ 他 ノ故陣 一一 ヨリ 水雷 ノ 落下 チ妨^ 父 手 チ以テ 之チ落 

下セシ A ^チ 耍 ス 

夜中 一一 在テ 發火ノ 信号 チ ナス 爲メ * 池 艇及^ 艇 一一 ハ 信号^ 箭-ー 《 氣發 咆^ 管チ 挿入 シ之チ 其^^ 內 一一 S キ 窀鑰 

チ K 下スレ V 企 時-飛揚 セ シメテ 之が 襞火 チ示ス モノ トス 又投雜 及 凝 火 等 ノ 誰 信号 一一 ハ 赤 白色 旗 一-代 フシ-赤 

白色 ノ 「ランプ」 チ 代用 ス ^チ使 トス 

ノ錨ハ 重大 ナ" チ耍ス 被習ノ * ハ 「ト？ ソヒン グロ 1 ブ」 チ 使用 ス其ノ 下端 ハ 《i ノ 「ラグ ヒー 上端 ハ之チ 

小 浮標-一 g« ス而メ 水雷 引 撝ゲノ 據ハ小 浮樓チ 本線 S ，取 離シ 「ト リク ピン グロ I ブ」 チ以 テ引铋 グ^ モノ トス 
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水雷 チ 端艇-一 褡載ス i 頫序ハ 之 チ^ 下ス ^ 一 1 常リ 成お ぺ ク 端艇 ノ 傾斜 チ 防が ンか 爲メ 前部 即チ第 十二 番ノ 水雷 

ョ y 始 メテ遂 次第 一 ^ノ 水雷-一 至かモ ノ トス (第 四十 五 園 丙參 照) 

又 タ^ 揿チ 艇內 一一 棺ス ^ -I ハ凡テ 水雷^ F ノ顺序 ト反對 ,1 棺回ス ル モノ トス 

CS 各 半 W 路 チ^々 =柁回 シ后チ -1 之チ 接合 ス か ハ大ー 一 時間 チ省ク 利 ァリ 

渎 SWZ ノ爲メ 反裝水 9i ノ半^ 路ノ ミチ 用ュ か 仵 ハ其お 羝 チ 「ランチ」 ノ 前半 二 搽載ス か モノ ト全 一 ノ方法 一一 

依 リ水窗 _ 涸每 一一 «揿 チシテ 船底 チ 通過 セ シメ 兩端ノ 水雷 ョ リ各九 〇呎 チ隔テ 第 一 第 ニノ 浮 袪チ狳 着ス 

而シテ 其 他 ハ総テ 全 電路 ノモ ノー ー仝ジ 

寬川^ ^一一 ハ^ 製 ノ^ 心 裝^^ ^チ 使川ス ^ y^ss ハ 仮製宽 揿 ト シテ 「マ -1 ラ n I プ」 チ ぉト 仝^^ 

-1 ナシ之 一一 陸 川^ 信 榇ニ條 チ^ 留ス (^カナ 及^ サ. -、 か 樣緩ミ チ與フ ぺ シ) 

發. ^^池 ハ^ 羝ノ 雨^ 二 各 一 組宛チ w t 一 ハ 曳船 川 小 汽艇 中 一一 他 ハ^ 池梃屮 モノ 一一 シテ其 一 組ハ蓴 常 接 

合法 チ以テ ス か 八 個ノ海 Ipfw^ 池ョ "成^ 

^棟 ノ IS 端ハ 水雷 チ弒 ^ セ シ ム か 準備 ノ終ル 迄 ハ 必ズ 護^^? 以テ 始緣シ S ク モノ ナリ 

發^ t 他 ハ之+ 搭載、 ソ タルお チ必ズ 試驗ス べキ モ ノ 一- シテ八 o 「す- ム」 ノ 抵抗 チ 通シテ ニ條ノ 白金 銥線チ 溶解 

ス^チ 耍ス 而シテ 宽池ハ 常-一 袖 布 或 ハ 毛布^ チ以テ 被扭シ ク モノ トス 

- 第三 水 $s 反 装 法く W 施 , , 

^糠 ノ各端 -1 赤色 小 旗 布チ取 付ケ之 チ^^キ tts 1 ー拫々 笠 キ而、 ゾゃ 反^ 水 |1 及^ 池艇チ 準備 シタ かキ ハ 淹艇チ 
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(註) 實驗- 一依 か -1 水深 二 六呎乃 *w 八 呎ニ於 テ铋^ 藥 A 〇〇 昕チ « 弒セ シム. -キ ハ其九 o 呎 以^-在 か雜水 

晳チ被 壊ス か づ トチ^ 而 テ觸敎 水雷 ノ如キ ハ尙 遠距離 一一 ァ か モ^ク 之チ 無効 ニ皈セ シメ撙 か カ如シ 

第二 反 装 水 is ノ装馄 (第 四十 五圆 甲乙丙) 

左ノ装 a チ施シ タ か 長サ四 ニ呎ノ llwr ラ ンチ」 ハ 通常 一 二 涸ノ水 帟及 其^:^ 井一 一 浮樣等 一 切チ褡 鉞ス ヤー 一迪 ス」 

兩 端- r チ ョ ツク j 及 「 ス リク ブ」 チ 設ケタ か 待 ^ノ 「ス ゥォ. I ルト」 七個チ 「が ン 子 か」 上 二 槿載シ 水 啻チ安 S ス ^ 

ュ供 ス此雜 r スゥす I ルト」 上 ノ兩舷 一一 縱 一二 1 本ノ M 材チ Iffi キ之チ asn 絨着シ 水雷 ノ艇內 ー1^5 下ス か チ 防止 シ 

又 帆布 製 ノ防波 幕 チ蜓ノ W 圚-ー r レ.' シ ン」 チ以 テ取附 々海水 ノ跳 入チ防 グ而シ テ 「ス ゥォ I ルト」 ノ 下部- 數個 

ノ 空攆チ s 着シ 若シ艇 内-一水 ノ 進入 ス ル 「アル # 端艇 ノ沈マ ザル棣 豫メ 浮力 チ 準備 シ S クモ ノ トス 

水雷 ハ凡テ 「スゥ 太-か ト」 上ノ 「チヨ クタ」 二 載セ錚 i ハ各 水雷 ノ钩 * ト共 一一 之- 属スか 「スゥ ォ-. ^ト」 上ノ 

「ス ノブ」 -1 お ケテ： ^外 一 1 81 吊ス (此 「ス リク ブ」 ハ^ 羝ノ 張力 一一 ヨリ 「タン ダラ！」 ョ "滑 脫ス か モ ノナ y」！N- 羝 

ハ 水笛ノ 上部 外側 一 1 接 问シ逾 滞ナク 走出ス か樣三 2： 綰回每 ニ弱キ 「口 ー ブ、 ャ，' ン」 チ以テ 桔止ス 故 一一 端艇 ノ進 

航 ニ從ピ 此 「千 I ン」 ハ 張力 ノ爲メ - 切哳 セラ レテ 逐次 窀！ K チ 海中 n 落下 スか モノ トス 

又 I 二 涸ノ大 浮標 チ 「 チヨ ック」 一一 載ス 此浮椟 尸 ノ兩端 及 中央 - 取付ラ レ 水雷 晚ト 仝樣 ノ 作用 一一 ョ リ荡 下シ水 

甯饯钕 后 水面 一 i 殘リチ 航路 浮椟 ノ用チ ナス 而シ テ 夜間 ハ之ー 1「 ホ ^ ム ス」 氏 火 莢チ 併用 ス 

(註) 此 浮標 ハ最近 水雷 迄 九 〇^ ノ^ 離チ 有シ且 水面 一一 ァ かチ以 テ水 雷 爆铰ス か モ爲メ 一一 被壞 ス^ ノ 忠ナシ 

各 枝^- 羝ノ 接合 部 一一 小 浮 チ 附シ以 テ チ 水面 二 浮バ シメ且 水雷 ノ爆 钕シ タシャ 否ャチ 讖刖ス か -1 供ス 
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hoat) ト云フ 

反 装 水雷 ノ 具備 ス ぺキ耍 件チ * タ レ ハ左 ノ如シ 、 

】 各 反^ 水 窑 ハ蜻 確-一問 隔 チ保テ 一直 一一 敷設 ス. ^ チ实ス 

二 旣-ー 搽除シ タヤ 部ハ情 確-一 表 譏 スかチ 耍ス 

三 敷設 シ か 各反裝 水雷が 發火シ タル ャ否ャ 瀵 刖シ 得^ チ耍ス 

四 敷設 法 ハ^ 働 的 ナかチ 耍ス 

五 反裝水 HE 艇破 « セラ ル P モ te- 一 シタ^ 水 笛 "せ-^ シ 得かチ 耍ス 

六 18 作ハ 迅速 ナ * チ耍ス 

第 一 反 装 水雷 ノ 構造 及 其 電路 (第 四十 五圖) 

反 装 水^ ハ 帆布 s 水 fan -ー sf^ 藥玉百 听チ裝 填シ タヤ モノ ナリ 

前^ ノ 水雷 纏一 ニ憫チ 一八 〇 呎ノ 間隔 一一 装備 シタか W 路チ反 裝水笛 ノ全重 铬ト云 フ而メ 搏除シ 得 * 全 &ハニ 一 

六 〇 呎ナリ ト雖モ 究際ハ 一 八 oo 呎 以上-一 » セ サ^チ 可 トス 

W 欲ハ sf 心 装 设 お « -1 シテ其 組成 左ノ 如、 ゾ 

初メ- ニニ 六 o 呎ノ遊 線チ a キ 次-九 〇 呎チ 隔テ第 一 柱 狳 チ取 付ケ之 S リ速 次-一 一 八 〇呎 宛 チ隔テ 各 枝 弒 チ取付 

ク而シ テ抉 璩ノ 長サ ハ 各 一 シ テ第 221 ノ終リ -1 九 〇 呎チ餘 ス之チ 稱シ テ半 «路 ト云フ 全 W 铬 ハ 即チ此 

二倍 ナ S 故 一一 全 跻 一 ー耍ス か « 揿ハ桉 線 遊 線チ合 シテ其 サ 一 二 0〇«ナ 
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探海廷 -1 ハ電欖 マ 接合 セ ル 爆發藥 付 探 海 錨 ニ個ヲ 搭載 ス ル モノー 一 シテ其 使用 セザ レノ分 

ハ電， 端 ヲ絕緣 シ尙ホ 注意 ノ爲メ 別 一一 看守者 ヲ置ク モ /トス 又 豫備ノ 採 海 錨 及装藥 メ 

必要 ト 思考 スレノ 數ヲ載 セ置キ 而シテ 其装藥 二 ハ 接合-一 供 スぺキ 短 導線 ヲ 附シ 置クモ / 

ト ス 

採 S ^二 ハ 掃海艇 ト IS ジク 海軍 用 電池 及 水雷 要具 箱等ヲ 搭載 ス ルモ /トス 

第三 項 水雷 反 装 法 (？ iter In.mi-lg) 

水 肴 反 装 法よ i 船ノ 安全 航路 チ開 カンが 爲メ數 個ノ 水雷 チ 端艇-装備 シ薯 若クハ港霧-ー 乘シ之 チ敵ノ 水 

雷 敷設 面-一 投ク 一 齊ニ «? 教セ シメ以 テ^ 1 部チ被 壊ス か チ云フ 

凡 ゾ敵ノ 防 槳面チ 被 W シ我 艦船 ノ 航路 チ 開通 セン トス か-一際 シ敵^ ノ下 一一 ァ" テハ痫 探 海法ノ ミチ 以テ 成効チ 

期； ソ雔シ 而シテ 反 装 法ハ f 粱面 破壞法 中 ノ尤モ 快 シテ華 K ナ^ 方法 ナ" ト雖祀 其 開通 シタか 堪所ノ 面稜ニ 

比シチ 巨額 ノ材 料チ 耍ス かが 故-一 敵^ ノ恐 レナ キ海呋 等 ノ防狻 面 一一 シテ 十分 據海及 探 海法チ 施行 シ得レ し ー常テ 

此法チ 行フ ハ策 ノ得タ ^ モ ノ -ー非 ズ然レ S 海峡 等 一一 シテ $a ノ 有効 距離 內 一一 ア^ ハ探 I ト 相持テ 此法チ 

行フ ノ トス 

水 g 反 一一 H "ュ --水 tl チ反裝 水雷 (co§ter mi づ e) ト云 t 之チ 裕載ス か 端艇 チ反装 水 宙 艇 0.1 
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探 海-一 用 フル 艇ハ 敵 ノ射擊 ヲ受ケ ザ ル壌合 一！ 於テ ハ 如何 ナ ル 嵇 類ヲ 使用 ス , モ 可ナリ 

ト雖ぉ 一 般 一一 小 潔 艇 ヲ用フ ルヲ便 トス 

第三 探 海 法 ノ實施 

此法 ハ敵ノ 射撃 ヲ受ケ ザ ル乎 或ハ射 搫ヲ受 クル モ稍ャ 其 距離 ノ遠 キ塲合 等 一 一 行フ モノ 

二 シーア 時機 ノ許ス K リ ハ其^ 捉シタ ダ 障碍 物 ハ盡 ク之ヲ 引揚ャ モノ トス 如 斯ク. ス ル 

パ 防禦 物 / 性 S ヲ 確 知 -ン 得べ キノ ミ ナラズ 一條く m 攒 一一 沿フ 一 ズ倍心 接績凾 -1 追及 シ 以 

ープ 一 時 二 數多ノ 水雷 ヲ シテ 無効 一 一皈， セ シムル コトヲ 得べ シ 

此法 -1 於テ ； ^發藥 付 採 海 錨 及 探 海 錨 /兩 ffl ヲ 併用 ス即チ 后 者/ 探 海索ヲ シ テ 前者 ノ 

採 海 索 ヨリ モ 二三：^ 畏カ ラシ メ以 テ煺發 藥付探 海錨ヲ シテ 最初-一 電纜ヲ 釣捉セ シ ム〃 

如ク 牽引 ス だ モノ ナ リ而シ -ズ 前者 ノ^ 糙ヲ 鈎捉ス ル ャ K 一一 之ヲ 發火セ シ ム ベ シ然レ 茂 

其お^-一 シテ ボ總ナ ル キ ハ其心 線ヲ破 -H ス , モ 装鎧ノ 全部 ヲ破 斷ス , 一一 至ラザ ル 

「通常 ナリ 故- 1 后 者 モ亦仝 m 欖ヲ 鈎捉ス ベ キヲ以 テ^ i シ其 安全 二 钩捉セ ラル 、 一一 於テ 

、ノ 之レ ヲ 切斷シ テ他ノ 採 海艇ヲ シ テ ® ビ仝 ！ 屯 g| ヲ 鈎浞ス ル r ナカ ラシ ム而シ テ^ シ 

軍 心電羝 ナツ 仵 ハ之ニ 沿 ステ接 績凾 一一 追及 ス ルヲ 務ムル モノ トス 

水ャ 5f$a 科 書 卷之ニ 八十 三 
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ゃぶ^^^^^ 之 二 I I 1 « 人 トニ 

海 錨 (Exploding grapnel) ト云フ 

探 海 錨 ハ 其 形 鹿角狀 二 シ テ 大小 一 一種 ァ". 大ナ ル モノ ヲ大艇 一一 小ナ ルモ/ ヲ小艇 -1 使用 

爆 發藥付 探 海 錨 二 大小 二 秫ァリ 大形 Z モノ ハ 一六 听四 分/ 1 水雷 罐 一個 ヲ 装シテ 鉄索 

ノ破斷 一一 使用 シ 小形/ モ ノ ハ 二 斤 四分ノ 一 導 火藥罐 ヲ装シ テ 採海ヲ 使用 ス 

採 海 索 ハ其太 サ凡ソ 五 一 「ミリ」 二 シ-グ 其長サ ハ 水深 ノ 五倍 乃至 八 倍 ヲ要ス ，モノ ナリ 

而シ テ其外 端 ト探海 錨トノ 間 一： ハ凡ソ 二三 導ノ 鉄鎖 ヲ取 附ク ベ シ之レ 錨ヲシ テ克ク 海 

底 一一 添ハ シメ且 索ノ縻 掼ヲ防 ガン， カ爲 メナ リ 

. 第二 探 海 装藥ノ 装備 

採 海 用装藥 ハ 導 火藥罐 一一 シ -ズ 信管 ノ 接合 等 掃海 用/ モ / 二 仝ジ 

煖發付 探 海 錨 ノ 鉤脚間 一一 木製 r チ ョ ック」 ヲ嵌メ 次 一一 装備 セル 導 火 藥罐ヲ 揷入 シース r ス 

バ 一一、 ャ— ン」 ヲ以テ 結 止 シ採海 索 ノ外端 ト探海 錨 トノ間 一一 鉄鎖 ヲ鎖 住シ 本線 ト地板 線 

トニ 垂ミヲ 與へテ 之 ヲ 鉄 « 一一 結 止ス但 シ 地 板 線 ハ 装藥ノ 爆發每 一一 其 地 板ヲ失 ハザ〃 爲 

メ必ズ 一 米 半ノ長 サァだ ヲ要ス 



ヲ保 チッ、 徐 カニ航 進スル モノ トス 但 掃海 索ノ尾 索ハ 兩艇ノ r スタ ー ン」 一一 水面 索ノ尾 

索 ハ之ヲ 「パク」 ュ採ル ベ シ 而シテ 水雷 掃海 索 一一 钧 リタ, * ハ兩艇 "錨ヲ 投下 シ 適宜 尾 

索 及 其 錨索ヲ 延シテ 安全 ノ塢所 ヲ占メ 装藥ノ 充分 水雷 一一 釣 リシ ヲ確メ m 鑰ヲ壓 シ之ヲ 

爆發ス ダモノ トス 

機械 水雷 其 他啓閉 器、 電 氣觸發 水^ 等ハ其 位置 ョ ゾ凡ソ 一 〇 呎以 內ノ所 一一 於テ鉤 リタ 

水 *： ハ 十分 一一 破壞シ 得べ シ 

掃海 ノ業ハ 通常 及 特別 共 一一 風潮 一 一 從テ行 フヲ良 トス 

第二 項 探 海 法 (cmi 

何レノ 時ヲ問 ハス 敵 ノ港裨 一一 接近 ス タキ ハ其 附近 ハ電氣 的 水雷 殊 - 一視 發 水雷 ヲ以テ 防 

锲 シァダ ル否 ヤヲ 考察 シテ其 存在 ヲ 想像 ス ル片 ハ此探 海 法 ヲ以テ 其 電欖ヲ 探索 破斷ス 

^モノ トス 

第一 探 海 要具 (第 四十 四圃) • 

グラブ 子ル ， ► 

探 海 ニ用ュ ル钩従 錨 一一 二種 ァ リニ ヲ探海 錨 (Adlniralit.y creepe 一.) ト云ヒ 他 ヲ爆發 藥付探 

水雷 術 敎科赛 港 之 二 八十 一 
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A 十 



テ輕少 二 シ テ成ル ベ ク 吃水 ノ淺キ モノ ナル ヲ耍ス 艦船 /「カツ タ，」 ハ此用 二 適 ス然レ 

茂 時宜 ユ依タ 小觀艇 ヲ便ト スル コ トァリ 

j 組ノ 掃海 索ヲ 使用 セ ンニ 二 一艘 ノ 端艇 マ 耍ス ルモ/ ナリ 而シテ 第一 艇ノ r スタ ー ン 

シ 、ト」 一一 掃海 索 其 尾 索 及装藥 ヲ 具へ 「バウ 」 一一 水面 索 及 其 尾 索 ヲ 具フぺ シ 

各梃ノ 「バウ」 一一 通常 使用 ス , モノ ヨリ ハ成ル ベ ク大ナ ル錨ヲ 具へ 何時 二 テモ 投下 シ得 

\ / 準備 ヲ ナ シ置キ 又ー艇 一一 海軍 用 電池、 單器 試驗堪 池、 地 板、 水防 電鑰 、要具 箱 等ヲ具 

へ 油 布 ヲ以テ 被 @ ス ぺ シ但シ 電池 等ハ 掃海 索 ヲ艇外 -! 出シ タル 后チ 「スタ ー ン シ ー ト」 

一一 移 スぺキ モノ トス 

(註) 電線 端ヲ 十分 一一 絕緣ス ベ シ而 シテ此 絕緣" 安全 ノ位 © 即チ » シ装藥 發火ス ^モ 

决シ テ 端艇 一一 危險 ヲ及ボ サ ，、 ル 距離 二 至リ 始メテ 除去 ス べキ H- ノ トス 

第 四 掃海 « 施 (通常 掃海 索) 

掃海艇 掃海 ヲ行フ へ キ 位置 一一 近寄 リタ ルキ 一 艇ハ兩 尾索ノ 一 端ヲ 第二 艇ー 一渡 ス ベ 

シ 第二 艇ハ 第一 艇ノ兩 尾 索ヲ燥 リ延ス 二 從ッテ 除々 ュ海峽 ヲ橫ギ リツ 、之ヲ 一 線ュ引 

張リ第 一 艇 ハ I 次 浮 ビ 装藥ヲ 投下 シ終 テ兩艇 、ノ 共 -1 谷 白色 浮標 ヨリ 二三 尋ノ 間隔 
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發火索 ハ 大形 爆 發藥附 採 海 錨 一一 長サ 三十 呎 / 浮標 索 ヲ有ス ル 浮標 ヲ附 シ又タ 陸 用 電線 

ヲ 附シタ だ 長サ百 五十 米突 ノ r マ 一二 フ o ， ブ」 一 條ヲ収 附ケタ ル モノ ユン テ 位置 明 カナ 

〃水雷 ヲ拘 捉^ 破ス ルー 一 用ュ 

第二 掃海 装藥 /装備 

掃海 装藥ハ 綿火藥 一六 听 四 分ノ 一 ノ 水雷 » トニ 听四 分ノ 一 ノ導火 藥罐ト ヨリ 成ル故 一！ 

綿 火 藥ノ総 重^ ハ 一 八听半 ナリ又 小形 鈎 付 铽カ罐 ト稱ス M 二 個ノ鈎 ヲ附シ タル ニ听四 

分ノ 一 乾 綿 火藥ヲ 使用 ス ルコ トァリ 

(註) 水雷 罐ハ 圓 筒形 ノ錫嬾 ニシテ 外部 二 三 個 ノ卷帶 ヲ施シ 其 中心 一一 s 孔、 侧方 二 導 

火藥 罐孔ヲ 有ス ル モノ ナリ 

水 .55 耀ヲ 上下 一 一個 ノ圆 形木 板ノ 周 g 一一 四個ノ 弓形 鈎 鉄片 ヲ附シ タ ル篗內 -1 装 入 シ次ニ 

導 火 藥罐ヲ 木 板ノ侧 方-一 ァ， 一 孔 ヨリ 装備 ス 

導 火藥 一一 - S 一一 接合 シタ ル ニ個ノ 信管 ヲ装入 シ其ー 脚-一 地板ヲ 接合 ス ダモノ ナリ 

第三 掃海 準備 (通常 掃海 索) 

掃海 一一 從事ス ぺキ 端艇 ハ觸發 水 常 等ノ上 一一 働 作 スべキ モノ ト 想定 セサダ ヲ得サ だヲ以 

水雷 *敎 科 害 卷之ニ 七十 九 



水^ ffi 敎 Si 乂： お 之 一 . 七十 八 

海峽ヲ 掃除 シ タ か 后つ 敵ヲ シ テ再ビ 水雷 ヲ沈 ©セ シムル n トヲ 豫防ス ル 手段 ヲ施サ •、 

^ ベ カラ ズ 

第一 掃海 索ノ穉 類 

掃海 索-一 左ノ 三 SS ァリ 

1 通常 掃海 索 

二 特別 掃海 索 ■ 

三 發火索 

通常 掃海 索" 其 組成 gs 四十 三圆甲 ノ如ク 一一 シ テ. 一 一隻 ノ 「カツ タ，」 又 ハ 小 蒸^船-一 テ之 

ヲ 使用 ス 

特別 掃海 索ハ其 組成 第 四十 三鬪乙 ノ如ク 一一 シテ 敷設 水雷 ノ 有無 ヲ 搜索ス \ 一一 用ヒ 大形 

ノ铽艇 又 ハ 艦載 水雷艇 等 -ー テ之ヲ 使用 ス而 シテ 格納 及 取扱- 1 便ナ ラシ ム ル爲メ 中央 一 一 

テ切半 シ置キ 使用 ノ際 之ヲ結 ス 

特別 掃海 索 一一 ープ 水雷 ヲ拘 捉セ ，ハ 位置 浮標 ヲ投シ 掃海艇 ハ反航 シ次テ 通常 掃海 索若ク ハ 

發火索 ニー プ之ヲ 爆破 ス ル モノ トス 
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一 K 饯ニ 水雷 ヲ 破拔ス ル法 一一 シテ 掃海 法 及 水雷 反 装 法 之ナリ 

二 電蹬ヲ 切 斷スル 法 ニシテ 探 海 法 之ナリ 

三 發火術 所ヲ襲 擊ス 

四 不動 K 害 物 ヲ躍越 若クハ 破墩ス 

* 

第 一 項 掃海 法 (sweeping) 

此法ハ W 發的 水雷 ノ 敷設 シ アル ャ否 ヤヲ 採搜シ 次テ之 ヲ發見 シタ, * ハ最モ 安全 ナ ル 

方法 ヲ以ク 之ヲ破 壤シ我 艦船 メ 一一 安全 ナル 通路 ヲ開ク ヲ以タ 目的 ト ス 

此業 タル ャ頗ル 緩 K ナ ルガ 故 一 I 成ルぺ ク敵ノ 射 * ヲ受 ケザル 場合 一一 施行 スぺキ モノ ナ 

リ而 シテ旣 一一 掃海 法ヲ行 フタ, 部分 一一 ハ 浮標 ヲ S キ テ其 安全 ナル事 ヲ示ス モノ トス 故 

ニ若シ 水雷 ノ殘 留ス ダモノ アル *： ハ大害 ヲ來ス コ ト アル ヲ忘ル ベ カラ ズ 

開通 ス べキ 航路 ハ成 ルぺク 直路 ヲ取 リ豫メ 浮標 ヲ S キ之 ヲ示ス モ / 一一 シテ其 浮標 間ノ 

距離 ハ我 艦船/通航 シ得 ルヲ以 ーズ度 トスべ シ餘リ S? キ 一一 過グル トキ ハ却テ 其業ノ 疎漏 

一一 涉 リ危險 ヲ增ス コ ト多シ 

水お 術お 科 雀卷之 二 七十 七 
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端艇 水雷 ハ 各 安全 距離 チ距 テ防材 ノ前 ハ 其 列間乂 ハ 陸岸-一^ 近 セか淺 水中 - ^ffi シ防材 ノ铺助 一一 充ク 

^ 乇 ノト ス 

此種 水雷-一未 ダ 1 定ノ 制式ナ シ故ー 1 鑑船 一一 於テ 容易 一 一 仮 K シ^ ぺキ 方法 チ 左- 說明ス へ シ 

佤 製 水銀 電路 啓閉器 機チ啓 閉器栂 (端艇 ノ 「 ダレ-力 ー」) 內" 縱^ シ其 一 方ノ 蓋- 一 r メタ か、 フレ ンゲ」 チ 附着 

ysl ヨリ ニ條 ノ^ 線チ導 * 其 一 端 チ窀池 一一 他 端 チ裝藥 一一 取^ 此啓 閉^ 器栂チ 長サ約 一 〇 呎 ノー ク n クス、 バ， -j 

ノ下 都- ー總 着 シ其 r ス リング」 一一 絲火藥 二 ハ斤 四分ノ 一 ノ水 甯嗨チ 接着 シ 之-一^ 維 索チ取 附ケニ 〇〇 斤 以上 ノ 

锊^ チ附ス 

t 他 ハ端卅 t 器 ニ個ョ リ成か 之チ木 栓チ以 テ窀^ 椎 (「プ レ I 力 I.D 內ニ 併列セ シメ 種^ 緒線螺 一一 地 板 線チ祛 

合 シ 消極 猜線^ 一 一 其^ サ凡ソ 九 o 呎ノ啓 閉器線 チ 接合 ス « 池 樺 ハ 防材上 一一 總着ス か 力 或ハ刖 一！ 五十六 斤 余 ノ 

flfi チ附シ チ^ 雉ス y シ何レ ノ « 合一 一 於テ モ裝 鹚鱲ト 電池^ ト ノ 距離 ハ 四 〇 呎 S リ相 接近 セ シム "カラス 

： 第 四 章 掃海 法 採 海 法 及 水雷 反 装 法 

敵 ノ港灣 內-! 侵入せ ン トス \ ャ必ス 防者ノ 設備 セ ル 海中 防锲物 一一 a 遇ス ベ シ此 防锲物 

お 敷詖 水雷、 不動 障碍 物 一一 シ テ之ヲ 徘除ス だノ 方法 夥多 一一 シ テ未タ 完全 無欽ノ モ ノア 

ラスト 雖左ノ 諸法ハ 現今 一般 二 採用 セラ〃、 モノ ナリ 
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此防 材ハ彩 材ナ ルヲ以 テ價廉 一一 重 ® 輕キ ヲ以テ 構造 容易 一一 シ テ 運搬 便利 ナリ 式ハ 一 見 

强囿ナ ラサル/ 觀ァ タト 雖先 縱橫兩 列防材 上面 ノ 鉄 ffi 及 鋼索 相 合 シ テ 優 一一 驅迷艦 以下 

/艦船 ヲ柅 止ス〃 「 ヲ得ル rK 驗ノ 証明 ス ^所ナ リ且ッ 分離 組成 muy ナダ ヲ以. ズ 水雷 

母艦 又 ハ 運送船 一 一 搭載 シ S 力 バ 迅速 一一 組成 シ得 ルヲ以 テ 遠征 艦隊 根 據地等 ノ 臨時 防觀 

用ト シ テ最モ 適當ナ ル モ ノナリ 

第二 項 浮游 及 沈 S 障害物 

攻撃 艇ノ 推進器 一一 絡着セ シ メン， カ爲メ 防材ノ 前方 -1 於テ 水面 一一 鋼索 ヲ張リ 之 一一 小 浮標 

ヲ SE シ タル 鋼索、 漁網、 輕索等 ヲ 固着 ス之ヲ 浮游 障害物 ト稱ス 防材ノ 補助 トシ テ 有効 ノ 

モノ ナ y 

防材及 浮游^ 害 物 ヲ以テ 未 タ全ク 强通ヲ 企 ツル 艦船 ヲ扼止 ス^ー 一足 ラザ^' ヲ以テ 防禦 

ノ 重且ッ 大ナル 一一 當ーズ ハ石 船ヲ沈 メ或ハ 抗代ヲ 打込ミ 或 ハ 土石 ヲ以テ 港 ロノ 幾 部ヲ閉 

塞 遮 斷ス之 ヲ沈置 障害物 ト稱ス 

第三 項 锥艇 水雷 (Bst mine) (第 四十 ニ圖) 

水雷 術 « 科 害 * 之 二 
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定ム へキ モノ ナリ然 い 鬼 通例 橫列 防材 各個 一 一 縦列 防材 一 材ヲ 縱接ス (第 四十 一 圖乙) 

鉄柱 一 一 *f ケ ブス タ ン」 一 個ヅ、 防锲面 ノ對岸 一一 設備 シ小 鉄鎖 ヲ以 テ橫列 防材ヲ 固定 ス 



又 一 鏈锊， 1 前 后 ュ 1 1 個ノ 鉄製 浮標 (鑑 船綮留 浮標 ト同 ーノ モノ) ヲ置キ 防 材-ー 豫備 浮力 

ヲ 與フ 

浮凾 (第 四十 一 H 丁) ハ 長サ 一 丈 五 尺 巾 一 丈 高 サ四尺 吃水 一尺 ニシ テ 上面 一一 「トランス 

ボー チ ング 、チヨ ック」 及 ヒ高サ 四尺ノ 支柱 ァリテ 之 二 一 时ノ欽 截及ヒ 五 吋 鍋 索 ヲ支張 



ス又 5! 隅-一 「ポル ラ ー ド、 へ ッ ト」 ァリテ 之-一鉄 鎖 ヲ卷キ 防材ノ r シ ャック ッ」 一一 紫 住シ 

又 横 列 防材ヲ 維持 スダ錨 鎖 モ之ュ 固縛ス 

橫列 防材十 一 材每 一一 前 后 -1 七 百 r キ "」 乃至 九 W キ p」 ノ錨 ヲ投シ 防材ヲ 維持 ス而 シ-ズ 

此錨 ユ 木製 浮檫ヲ 附ス 

防 材ヲ設 S スルー 一 ハ防渙 面 一一 一 鍵 ヲ隔テ 、鉄製 浮標 ヲ S キ第 一 材ヲ 陸岸 ノ錨 鎖-一 鎖 住 

シ渐 次桕連 賴シ 一 鐽每 -1 鉄製 浮標 一一 繋留 シテ最 后/ 1 材ハ對 岸ノ錨 鎖-一 鎖住ス ル モノ 

ス而メ 航路 ヲ 開通 ス ル ュ ハ (第 四十 一 H) ノ如 ク耍ス ル長 サ丈ケ 防材ヲ 曲折 シテ 自体 



二 屈餺ス 
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手段 ナカ ダぺ カラ ズ又 敵國ノ 沿岸 -; 於テ我 運送 船隊/陸兵 及 貨物 等ヲ 陸揚ス グ 一！ 當 y 

水雷艇/ * 襲ヲ 防激ス グ ハ颇ル 難事 ナリ故 一一 其來教 /疑 アヤ 方面 一一 ハ 障碍 物ノ設 a ヲ 

要ス 乃チ此 目的 -I 供 スぺキ モノ ハ 防材/ 浮笸、 輕索ノ 浮遊、 端艇 水雷 ノ敷骰 、銅 網 若 ク 

. 力 魚網 / 垂下 及 艦船 ノ 沈 置 等 之 レナ リ 



第 一 項 防材 (B<xi) 

我 海^ 一 1 於テ ハ未ダ 一 定ノ 制式ナ シト雖 皮 左 一一 揭グ ル防材 ハ 現今 臨時 防饌及 恒久 防锲 

用ト シ テ最モ 有功 ナ ル モント 認メ ラル、 モノ ナリ其 構造 ハ (第 四十 1 岡 甲乙) 長サ 一 丈 

五 尺. e 七寸 ノ 杉负材 ニ本ヲ 合セ其 中央 二 溝ヲ設 ケ兩端 一一 「ァ ィ」 及 「 シン ブダ」 ヲ 有ス严 

長 ナ六碼 ノ五吋 鋼索 ヲ 之-一 嵌入 シ徑七 分長サ 一 尺 二分/ 「カウンタ I サ ンクボ ー〃 ト 

ナク ト」 ヲ 螺釘シ ニ材ヲ 合シテ 一 材 トシ 接合 部 ハ r ビ ツチ」 ヲ以テ 水防 ス 

橫列^ 材 ハ 互 一 一 餓住 シ 迚 賴防锲 面 ヲ橫斷 ス 縱 列防材 ハ 橫 列防材 si 一一 縱接 シ 防材ヲ ♦ 強固 

ナ ラシ ム - . 

(第 四十 一 圆丙) ハ 各種 ノ防材 組成 法 ヲ示ス モノ 一 i シテ 防髑ノ 目的 -1 ヨリ 計画者 伃意ー i 
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. 雖だ左 ュ W ク ^ 防材 ハ 現今 臨 時 防^ 及恂久 防^ 

、 モ , , .,, 力 f^g: 十 一 S3- 乙)^ サ 一 丈 

* . I ァ. 1 . 及、 シン ズル」 マ 心ス〃 

-ナ- リ. * ンマ I サン ク.； 小.. ー ルト 



ク ' .. 



；> ム ヘシ 

、 

0 量 « 維 索 等 凡テ 水雷 厲具ハ 乾燥 シ 時宜 一 一 ヨリ 塗換ヲ 行ヒ 番号 ヲ附シ 倉 S 內 一一 準備 シ 
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0 ュ 入 リ啓閉 器 ョ リ 信管 ヲ通リ 枝^ 欖及斷 電路 信管 ヲ經テ 本電纜 一一 至リ. 啓 絡 器 二 來 

發火栓 ヲ經テ 電池 一一 歸流 ス ルナ リ 



リ 



第 四 項 敷設 水雷 揚収 

擞設 水雷 ヲ揚 収ス ル 一一 當テ ハ凡テ 水お 沈 澄法ヲ 反對- 一行 フ へ キ者 一一 シテ先 ッ發火 電池 

マ 除去 シ 術 所 内 一一 於ケル 諸 接合 ヲ 離 去 シ 地 板線ヲ 乘揚 シ «路 及 衛所 間 /連絡 ヲ切斷 シ 

タル 后チ電 欖ノ陸 端 ヲ 護謨 管 ヲ以テ 絕緣ス へ シ 

敷設 水 》 ヲ揚収 スルー ーハ 沈 S 法 ノ如ク 運貨 船、 敷設 艇等 ヲ用ヒ 運貨船 一 艘 ハ 倍 心接續 



v^r 柏 via 、ぶ ザ严 2 j; ^弒ぉ … リ ま お 一 「ヌ！ 1 - ^ ft i 



一； 16. 
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兩 肢臂ヲ 百一 リ 左方 電鑰ヲ 經-グ 甲 一一 至ヅ 歸流ス ル モ ノト 他ハ 電流： 

計ヲ通 リ同ジ ク甲 一一 至 クープ 歸流ス 々ノ ニ路ヲ 探, モ ノナ リ此場 A" 一一 在テ ハ 精針電 

流計ノ 偏斜 前ノ 場合 一 1 比ス レ ハ大 一一 减少ス へ シ 愛一！ 於テ： m 流 計 鑰ヲ應 下 シタ〃 儘 

電池 鑰ヲ^ 下ス ,キ ハ 想像 抵抗 ノ 多少-一 從ヒ 電流計- S ホ何レ 一一 力 偏斜 セ ン 故-一 電 

池鑰ヲ re 下 スルモ 電流計 磁針 ノ 决 シ テ S 励 セ サル^ (C ) 肢臂ノ 抵抗 ヲ加 减ス ヘシ 
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^ / ^遊、 端艇 水 &s / 敷設、 鋼 網お ク 



(註) 甲乙 衛所 式法 ハ啓絡 器 作動 ノ郎 - I b ^iul^fMi 

3ぉ1€ノ.3 -I J テ 詳說セ シ メ以, ァ茲 -I $g ケ ス 

二 »發 法 

桀 四十 圖ノ如 ク^ 号 電流 ヲ接辯 

1 4fs クヲ も-フ^ ft^l 觥シテ 啓 璲：； =3 ぉヲ スル寺 

ハ^ 号 電池 ヨリ 出， テク 流ハ 也お ま k„ ォ g I - I 

〜さ . 址ぉ 一- 入リ 海水 ヲ傅ハ V テ 水雷 -ー まリ啓 m 器機ヲ 羝-グ 

mi ？ f 路 f 經テ I 響 啓 絡器 ^UHH 

^Ha 一一 吸 流ス此 i , 弱ク . ii ス ； 能- レノ .^p 

"け. 鐘. 鳴 ラス 此時 敵艦ノ 近接. i ヲ知ラ ，ハ前 以テ發 火 f 插 

^？路 ェ i ぶず f ス即で i ハ 3 ， 出テ地 板-至" 海ず ず 水 

^ I r I , 譯 I I , ！. 
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全 抵抗 ト 同一 ナル 一一 ァリ然 ラサ レ ハ 善良 ナだ試 驗ノ成 * ヲ得ル r 難シ 故- 1 若シ差 アル 

* ハ 其差ヲ 電路 中 一一 附加 シ以テ 兩度ノ 狀態ヲ 同 | ナ ラシム ベ シ 
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第三 項 水雷 發火法 

水雷 發火法 ハ 視發 法、 觸 發法ノ ニ秫 ァリ 

次-一 3^ ノ (A ;vr 、rp3¥ i * ご. v 

ヲ拔栓 シ而シ テ 電路 變向鑰 一一 於テ ハ (第三 十七 圖ブ 如ク 揷栓シ S キ 電流計 鑰ヲ K 

下 シ試驗 卓 左方 下隅ノ 電鑰ヲ 左方 觸点 一一 觸レ シ ムル片 ク 「シ ー セダ」 電流 ハ同 シク 

(E) 地 板 (五) 及 丙 (2) 緒 線嫘ョ ヅ電橋 ュ入リ (4) 緒 線 蛾 ュ至卩 分岐 シ 1 ？ KB》 

兩 肢臂ヲ 一日一 リ 左方. mai ヲ經テ 甲 一一 至ヅ 歸流ス ル モ / ト他ハ 電流計 鑰 ヨリ 精 針 電流 

計ヲ通 リ阆ジ ク甲 一一 至ッテ 歸流ス クノニ 路ヲ探 だ モノ ナリ此 場 八 "二 在テ ハ 精針電 

. 流 計ノ 偏斜 前ノ塢 合一 ー比ス レ ハ大 一一 减少ス へ シ愛 一一 於テ： m 流 計 鑰ヲ船 下 シタ〃 儘 

電池 翁ヲ^ 下ス ルキ ハ 想像 抵抗 ノ 多少 一一 從ヒ 電流計 尙 ホ何レ 一一 力 偏斜 セ ン 故-一 電 

池 翁ヲ^ 下 ス^ モ電流 計 磁針 ノ决 シテ S 励セ サダ樣 (C) 肢臂/ 抵抗 ヲ加 减ス へ シ 
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( 註 ) 甲乙 衛所 式法 ハ 啓 絡 器 作 働 ノ部， 於テ 3 セ ； I ^ I 

- . I ま フ *^载 セシメ ！y テ ^ 一一 § 尸ス 

一 I 觸發法 ン 1- フ 2 -Is ケ -ノ 

個 宛 次第 一一 I ノ數ヲ 加 へ 電橘ノ 電 f ヲ f TurK."!!— . 

內ノ 状瞧ヲ wntxl I. T シぉテ 耳 » 機 ノ噪聲 ヲ聞キ ぼ 

-態ヲ f ：；得 ヘシ 但シ 電器 リ ^及 水雷 

ヲ テス ノミ？ プ？ 電器 ノ數 i 加シ旣 5^, ー1"1 計 一一 偏斜 

1 ヲ 得可シ お ー及ヒ タレ ノ片爽 カナ レノ 哚聲 ヲ聞ク 

^5 意 i スク現 時 電流 へキ 電路 中 

^ 1 1 , « ヰ ノ^ 诋^ メ前 一一 調^ ノ際 使用 シ タレ ノ 
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ュ 力 偏斜 ヲ生セ ン今其 電路 ヲ迎 ラン 一 一「 シ I セグ」 m 流ノ 方向 ハ 水雷 娥 ヨリ 地 板 一一 

向フ モノ トス〃 片ハ 地板ョ リ (五) 及 丙 ヲ經テ .m 橋ノ (C) 肢 臂及ビ (G ) 緒線螺 ヨリ 

電流計 鑰 ヲ 經グ精 針-お 流 計ヲ逋 ヅ&栓 ョ タ 視發弧 器 及 ビ 本線 ヲ經 テ 水雷 罐 一一 歸流 

ス〃 モノー 了ゾ テ其 偏斜 度 通常 六十 度 以上 タ ダ へ シ 

抵抗 測定 (第三 十七 圖) 

次 二 電橋ノ (A )(B ) 兩肢臂 二 於テ お干 「ォ 1 ム 」(c ) 肢臂 ュ 於テ ハ ^路ノ 想像 抵抗 

ヲ拔栓 シ而シ テ 電路 變向鑰 一一 於テ ハ (第三 十七 闘 ブ如ク 揷栓シ S キ 電流計 鑰ヲ K 

下 シ 試驗卓 左方 下隅ノ 電鑰ヲ 左方 觸点 一一 觸 レシ ム ダキハ 「シ ー セダ 」 電流 ハ 同シク 

(E ) 地 板 (五) 及 丙 (2) 緒 線蝶ョ ヅ 電橋ュ 入" (4) 緒線蟝 ュ至リ 分岐 シ 1 §(B) 

兩 肢臂ヲ 一 日 7 左方 電鑰ヲ 經テ甲 一一 至リ 歸流ス k モ/ ト他 ハ電 流計鑰 ヨリ 精 針 電流 

V 通 リ同ジ ク甲 一一 至ク 一 ズ歸流 スル ノニ路 ヲ採ル モノ ナ リ此搽 合 一一 在テ 、ノ 精釙 m 

流 計ノ 偏斜 前ノ塲 合一 ー比ス レ ハ大 一一 减少ス へ シ 愛一 ー於テ 電流計 鑰ヲ^ 下シタ 〃懾 

電池 鑰ヲ m 下 スルキ ハ 想像 抵抗 ノ 多少-一 從ヒ 電流計 尙 ホ何レ 一一 力 偏斜 セ ン 故-一 電 

池鑰ヲ re 下 ス^ モ惟流 計 磁針 ノ决 シテ^ 励 セサ, ^(G) 肢臂ノ 抵抗 ヲ加 减ス へ シ 
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一 一 視發 水雷 試驗法 

二) 導通 試驗 (第三 十五 園) 

繁驛器 ヲ用ヒ タ だ 水お ノ導 通試驗 ハ (第三 十五 阖) ノ如ク 試 驗卓ノ 電路 變向鑰 ニ於ケ 庀 

諸孔 一一 揷栓 シ甲 遊栓ヲ 啓 絡 器 上部 右方 ノ ^線 蝶 一一 栓 シ而シ テ三獺 線 奄淹計 ノ十 「ォ 

一 ー ム」 ヲ揷栓 シ視發 弧 器ノ觸 着子ヲ 試職ス べキ 水. 甯ノ斓 肴片 一一 觸レ シ メ電檎 ノ范池 翁 

ヲ K 着スル *： ハ 試驗 電流 " (五) 緒線螺 ョ リ 地 板、 電驛 器、 信管 ヲ逋リ 視發弧 器 及 ビ啓絡 

器 ノ緒線 蝶 ヲ綞テ 甲栓 一一 戾丄ニ 糠 線 電流計 ノ十 r ォ， ム 」 ヲ通ヅ ^樯ノ (A ) 肢臂 ュ 至リ 

電池 一一 歸流ス 此^ 三槻線 m 流計ノ 偏斜 -I 侬タ其 連镄ヲ 認ムべ シ 

(二) 抵抗 試驗 (第三 十六 H 第三 十七 W) 

電路 ノ 抵抗 測定 ハ先ッ 「シ ー セ ル」 ヲ測リ 然ル後 之 ュ及フ モノ トス 

一 ( 1 )「 シ〜 セ〃」 試驗 (第三 十六 》) 

啓 絡器ヲ SK セズ シテ (第三 十六 S) ノ如ク 丙栓ヲ (五) 緒 線螺ー 一 甲 栓ヲ啓 絡 器 上 右 

方 緒線螺 一！ 揷栓 シ 視發弧 器 / 斓 看 子 ヲ試驗 スべキ 水 .m ノ IW 着片 一一 澜 レシ メ 電撟ノ 

電流計 翁ノ ミ ヲ應ス ルキパ 「 シ ー セ >,」 ノ强弱 及 其方 向-一 ヨリ 精 針^ 流計必 ス何レ 

一 Tli 一 - lnnl— — 1 I ■ -ml ml 

水^ 術敎 科 害 港 之 二 五十 九 
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五十八 



C 



一 電 氣觸發 水雷 試驗法 

. ( 一 ) 絕 緣試驗 

觸發 水雷 / 絕 緣試驗 ハ (第三 十四 蹦) ノ如ク 啓 絡 器 上部 右方 緒線蟝 一一 甲栓 ヲ 揷栓 シ 電橋 

/ 兩電鑰 ヲ 滕着シ 電流 ヲ送ル ぉシ 絕緣 不良 ナ ルー！ 當テ ハ 其損處 ヲ通シ 精針憊 流計ヲ 

綏テ歸 流 シ « -1 僞斜ヲ 生 スルー 一至 ル故 一一 磁針 ノ S 勸セ サだヲ 以 テ絕緣 善良 ナ ル ヲ 表示 

ス ヘシ 

(二) 故障 發見法 

最初 電槺 ノ兩電 鑰ヲ滕 シタ〃 *： 磁針 ノ甚シ ク 偏斜 ヲ生ス ル r 'ァラ パ 必ス^ 纜ノ某 部分 

絕緣不 &ナル 力 或 ハ群中 一 水雷 ノ 電路 啓 閉器機 觸接セ ルー 一基 キタ だモ ノナリ 之 ヲ發見 

ス 氷-一 ハ二 )s? シ 丁字 式 群^ ゾ 者ナ〃 * "総- ァ之 ヲ揚ク グ 一一 非レ ハ决シ テ何レ ノ 水雷 

或 ハ何レ ノ 枝線ノ 不&ナ ダ ヤヲ 知 ル能" スト 雖死 (二 ) 枝 線 式 二 於- グ 、ノ 唯 接 續凾ノ ミ ヲ 

揚ケテ 技線ヲ 分離 シ以テ 谷水 雷ヲ 別個 一！ 試驗ス へ シ然グ ^ r 過失 ノ朵 シテ 本線-一 在产 

カ若ク ハ群 連中 何レノ 水雷-一 在 ルカ 又 其 枝 線 チア ッ 力 容易-一確 知 スダヲ 得へ シ茗シ 其 

過失 本線 一一 ァ ラサル キ ハ船ヲ 枝 線 二 沿 フテ迤 メ以テ 其 不良 部 ヲ撿ス へ シ 




(第三 十二 阖) ハ 一 線ノ 敷設 線- 1 於ケ ル乙術 所 一一 通ス グ 通信装置 ヲ示ス モノ 一一 シーズ 四 心 

電欖 一條 ヲ 敷設， ン其 一心 ハ m 話 機 一一 一心 ハ發昔 機 二 一 心ハ 警鐘 電路-一 使用 シ尙ホ 一 心 

ヲ餘ス モノ ナリ 

四 發火 m 池試驗 (第三 十三 躍) 

發火 電池 海軍 用 _電 池 A 個 ハ 燒灼 抵抗 綰線器 ノ 八十 r ォ ー ム」 ノ 抵抗 ヲ通シ 白金 銀 線 マ 熟 

赫若ク ハ 鎔解 シ此- 一^? プ 其カヲ 試驗ス メモ ノー 一 シーズ (第三 十三 圖)/ 如ク短 導線 ヲ以 

テ (+) 符 緒線螺 ヨリ 綰線器 ノ( I ) 符 緒線螺 一！ 接合 シ( 一 ) 符 緖線螺 ヨリ 遊 導線 一一 接合 シ 

電池 試驗法 規定/抵抗 一一 從ヒ后 部 二列 中ノ 一孔 一一 柿 入 シ 電鑰ヲ 媵 シ以テ 白金 銀 線 一 一條 

ヲ 鎔解 セシ ムべシ * 

第 十 水雷 敷設 後 電氣的 諸試驗 

水雷 敷^ 後-一 於 テ其狀 態ヲ確 知スダ タメ 導通 絕緣 等ヲ 試驗ス へ キ モノ ナリ 而シ テ其電 

驛器ヲ 使用 シ タ〃 モノー 一 アツ テハ 作 働 « 通 及ヒ抵 抵轼驗 一一 ヨリ 以テ其 狀態ヲ 認定 ス ベ 

ク電驛 器ヲ用 ヒサ ダ電氣 觸饅水 ffi ユア ッタ ハ其絕 緣試驗 一 一 ョ ダ可キ モノー 了ゾ テ苦シ 導 

通 マ 確認 セント 欲セハ 實地其 水雷 一一 觸銜 シ テ^ 路 ヲ 完連 セシメ サル可 ラス 



为；^：：！：夯^書卷之ー 1 



五十 七 
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水 tse 敎科^ 卷之 一 一 五十六 

衛鐵 一一 附着 シ タル 螺狀彈 子ノ 張力 ハ砲 * 若ク ハ 水雷 爆 發等ノ 衛所 一一 受 クルお 動 二 II 

ヨリ 指挺ノ 落下 ス ル ヲ 防止 ン 信号 電流 一一 對シ テ 、ノ 克ク 衛鐵ヲ 引着セ シ ム へ キ^ 之 

ヲ 調整 セサル 可 ラス 

(第三 十鬪 丁)/ 如ク 威氏電 橋及ビ 通信 用 r ァグ t! メレ ー テツ ドレ クラン シ I」 電器 

四 個 マ用ヒ 啓 絡 器綰線 / 抵抗 ヲ 加 へ テ 七十 「ォ I ム 」ノ 抵抗 ヲ 電路 中 一： 附加 シ テ 恰 

モ措挺 落下 シ 八十 「 ォ— ム」 ノ 抵抗 ヲ與フ ノバ キ ハ其！ a 靜止ス へ キ 様之ヲ 調整 ス ル モ 

！ 

ノ トス (電橋 一一 テ 七十 (八十) 「 ォ， ム」 ヨリ 前 二 測定 セ シ啓 絡器ノ 抵抗 ヲ减シ タル 

*- ノヲ拨 栓ス) * 

三 衛所 間 通信装置 (第三 十一 圆 第三 十二 圆) 

衛所 間 通信装^ パ 設澄シ タル 衛所 ノ 數幷 一一 通信 器具 ノ嵇類 一一 ヨリ- グ谷異 ナル者 トス 而 

シ テ未タ i ノ 制定 セラ レ タヤ モノ ナシ故 一一 今 二 例ヲ左 一一 示ス 

(第三 十 一 圖) ニニ 線ノ 敷設 線 一一 甲乙 衛所 ヲ設ケ クル * 兩 衛所 間ノ 通信装置 ヲ示ス モ ノ 

-1 シテ四 心 電欖ヲ 敷設 シ其 三線ヲ 警鐘 電路 ト シ兩 衛所 ノ弧 器ノ問 一一 導 キ他ノ 一 線ヲ逋 

信 機 用 -1 使用 シ タルモ ノナリ 
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啓 絡 器 ッ試驗 卓 ト同机 台上ノ 前方-一定 s ス へ キ者， 1 シ， グ之ヲ 使用 ス ル前 8 号電 铬及發 

火 電路 中 / 觫 着部幷 -1 谷綰線 ノ 抵抗 ヲ試驗 シ且ッ 其 衛鐵ト 磁石 綰線 ト ノ 距離 及 威 « ヲ 

調整 ス へキ モノ トス 

( 一 ) 信号 電流 通路 ノ解着 部 試験 (第！ 二十 圖甲) 

燒灼 抵抗 綰線器 及 ヒ 端 舟 電器 ニ個ヲ (第三 十圖 甲) ノ如ク 接合 シ 抵抗：^ 線 器 ノ 鉗子 

問 ュ 白金 銀 線 一條 ヲ 撺入シ 兩 磁石 絃線 ヲ 電路 外-一保 ッ爲メ 短 導線 ヲ 取付ケ 以テ電 

鑰ヲ 壓下セ ；其白 余 銀線ヲ 紅赫セ ナル可 ラス 

(二 )» 火 « 流 通路 ノ觸着 部試驗 (第三 十 阒乙) 

燒灼 抵抗 綰線器 ％端# 電器 ニ個ヲ (第三 十圆 乙) ノ如ク 接合 シ 指挺ヲ 落下 セ シメ燒 

灼 抵抗 綰線器 -ー 白金 銀 線 I 條ヲ揷 入 シ電鑰 ヲ滕下 シテ之 ヲ紅赫 スルヲ 耍ス 

(三) 抵抗 試驗 (第三 十鬮 W) 

試驗 電池、 威 氏 電橘及 ヒ精針 電流計 ヲ用ヒ 常 法 ヲ以テ 信号 電流 ノ 通過 ス か 部及磁 

石 綰線ノ 抵抗 ヲ 測定 シ之ヲ 登記 シ a キ 調整ス ，*: ノ 用-一 供 ス可シ . 

(四) 調整 (第三 十圖 丁) 



* 雷 *敎 科 害卷之 一 
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水雷 術敎科 害卷之 1 1 I III 五十 四 

水 S ハ旣 定位 E 二 精密 沈置ス だ ヲ耍ス 何 トナレ パ 水雷 相互 ノ 間隔 縮少ス V カ如キ r 

アル キハ 一 個ノ 水雷 爆 發ノ爲 メ隣近 水雷 -I 其 損害 ヲ及 ホス ノ ミナ ラス 交叉 發火 法-一 テ 

ハ 正確 ナ ， 發火ヲ 欠グ ルニ 至レ， ハナ リ 

第 九 衛所 整備 

1 弧 器 定置 

弧 器 ハ弧 器室內 最前 方 一一 於 テ能ク 敷設 面ヲ 見通 シ得 へキ 位置 一一 定置 シ 前方 遠隔 ノ 山頂 

若 ハ 榭木等 ノ 識別 シ易キ 目標 一 二 個 以上 ヲ 照準 シテ 之ヲ表 一一 登記 シ 後一 一至 リテ若 シ 其 位 

置ヲ 變シタ ルキ再 置/用-一 供 ク可シ 然ル後 水雷 ヲ沈 置ス ル -I 際 シ絕緣 照星 ヲ其 方位-一 

螺定シ 表-一登 記ス ベ シ 

弧器ノ 導通 及ヒ 絕緣ヲ 試驗セ ン 二 ハ 望遠鏡 支 片ノ底 部 ヨリ 垂下 セ ル絕緣 線 ト絕緣 照星 

ノ底 部ョタ 出ッタ 絕緣短 導線 ノ. 間 M 試驗 電池 及 電流計 ヲ連 入ス可 シ. 而 シ テ 照準 管 ヲ 旋 

回 シ テ 照星 一一 觸 レシ メ 其 導通 ヲ 試驗 シ 又タ 照準 管ヲ 離隔 シ テ 其絕緣 ヲ モ試驗 ス可シ 

(註) 單 衛所 視發 弧器据 へ方ハ 口授 一一 依^- 

- 二 啓 絡器ノ 試験 及 調整 (第三 十圃 甲乙丙丁) 
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耍ス ル 距離 迄運ハ シ ム可シ 

枝 線式電 氣觸發 水雷 ム 敷設 ハ單 ーナ ル 海底 水雷 或 ハ 浮標 水雷 ノ 敷設 方法 ト 大差 ナ シ 

第 八 水雷 敷設-一 關スル 注意 

電攬ヲ 敷設 ス ル 一 一 當リ相 交叉 セザ ル樣 注意 ス へ シ否 ラザレ ハ 揚収ス ク - ー當リ 困難 ヲ生 

ス 〃者ナ リ又タ 「ドラム」， 一 捲齄セ ス シヌ 施行 ス ルキ ハ尋常 ノ法ヲ 以テ之 ヲ艇內 二 綰ヌ 

ル 1 ナク 其艇 ノ長テ i 一 從-グ w 字形-一之 ヲ綰ヌ < シ之 レ電纜 一一 糾辗 ヲ生ス ル 「ヲ 豫防セ 

ンダ爲 メナ リぉシ 電欖糾 » ヲ生 シタだ r ヲ發 見セ "决 シテ其 K 艇外 一一 延放ス ル 1 アル 

可 ラス 何 トナレ ハ 一 度糾韆 ヲ生シ 之レガ 緊張 セラ ル 、* ハ 永久 ノ損所 ヲ生セ シ ムへケ 

レ ハナ タ 

電親ヲ 歟誼ス ルキ ハ最モ 潮流 及 風力、 風向 等 一一 注意 ス へ シ 若シ然 ラス シテ 漠然 此業ヲ 

行フ *: ハ忽チ 電欖ヲ 通短ナ ラシ メ爲ニ 接綾凾 ニ達ス ル r ヲ得サ 氷， 一至〃 へ シ 而シテ 常 

一一 電欖ニ 浮標 ヲ附 シ^ク "之ヲ 切斷ス ルノ 準備 ヲナシ S クモ ノ トス 

窀氣 機械 水雷； 谷楝共 一一 之ヲ 配沈ス ^ 一一 當ク ハ大ニ 注意 ヲ 加へ サ— 可 ラス 之レ 不慮 ノ 

淤 動若ク ハ 粗暴 ノ 取扱-一由 リ內都 ノ機關 装 S ヲシプ 未然 一-一作 働 セシム ル 「ァレ ハナ リ 

水雷 術； gs:* 港 之 二 
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水雷 * 敎科書 * 之 二 五十二 

「スリップ、 トグル」 ヲ 附ス) ヲ以テ 之 一一 代フ ル法 甚ダ確 實ナリ 

接續艇 一一 於 テ " 敷設 艇 ヨリ 受収リ タル 枝 電纜端 ヲ本 m 纜ノ 心 線 一一 接績 シ 充分 一一 絕緣ヲ 

行ヒ次 テ自ラ 其絕 緣試驗 ヲ行ヒ 了 テ之ヲ 甲 衛所 一一 報ス甲 衛所 一一 於 一 ズハ， 抵抗 測定 若 ク ハ 

安 氏 m 驛器 ノ 作 働 試驗或 ハ 絕 緣試驗 ヲ行ヒ 其 結果 善 a ナ ラ ハ 接績艇 二 報 ス 接攛艇 ハ 此 

報 ヲ得テ 接 耩凾ヲ 沈置ス 

数個 ノ電 氣觥發 水雷 ヲ 丁字 式 一一 配沈ス , -I ハ運貸 船 ヨリ 直-一 敷設 ス ル モノー 一 シ テ運货 

船 ノ备舷 一一 水雷 四 個宛ヲ 懸吊 シ竄艇 一一 テ曳 カレ 末端 水雷 ノ 位置 一一 至リ該 水雷 ヲ沈 S ス 

ベ シ而メ 運貨船 ハ 中間. m 羝ヲ 繰出シ ッ 、第 ニノ 水雷 位置 - 一向 テ 進行 シ此ー 一 其 水雷 ヲ沈 

置ス斯 クノ如 クメ遂 一一 一 連 列/水雷 ヲ 敷設 シ終リ 中間 電纜 (單心 電纜) ハ延テ 接 績艇ー 一 

導キ此 一一 其 內«ヲ 交付 ス運貨 船 ヲ用フ ル 場合-一 於ープ ハ 先ッ 一 舷ノ 水雷 ヲ盡ク 卸シ. 次- 

他舷ノ 水雷 ヲ卸ス 「ヲ 得へ シコ レ運货 船 ハ兩舷 -1 於ケル 重量 ノ 不平 均一 一 關ス ル 「 甚タ 

少キ モノ ナレ ハナ リ然レ 茂此 目的-一端 舟 ヲ用フ ル*: ハ 如何 ナだ大 艇ト雖 死 谷舷ノ 水雷 

ヲ 交互 一一 沈下 シ テ事業 + 端舟ヲ シ テ， 平泛ナ ラシ メザル 可 ラス 若 シ 又 海底 淺ク シ ーズ 丁字 

形 接 績凾ト 錘 量 ヲ隔テ 、配置 セ ン 1 ヲ要ス ル *： ハ小蒸 « 船若ク ハ端舟 ヲ以テ 接 績函ヲ 



zed by Google 



停滯時 ヲ待チ 端艇 二 テ 順次 浮標/ 處 一一 近寄" 一 二人 ヲシテ 浮標 ヲ 把持 シテ 浮標 索ノ弛 

ミヲ取 リ之ヲ 垂直 トシ 大形 手旗 ヲ 揚ゲテ 衛所 一一 報 ス術所 -I -ズ ハ 視發 弧器ヲ 以 テ 精密 ュ 

之 ヲ測リ 其 位 S 果 シ テ 正確 ，一 敷設 圖 ュ 符合 ス タヤ 否 ヤヲ 驗シ 終リ テ 應旗ヲ 揚ゲ テ之ヲ 

報 ス 此時若 シ 些少 ノ 誤差 アル *: ハ 漱設豳 /位置 ヲ變史 シ テ 實際 水雷/ 位置 一一 符合 セ シ 

メ 若シ甚 シキ娛 差ァ ^ * ハ 浮標 索 ヲ以テ 其 水雷 ヲ引 上ゲ其 位置 ヲ正ス モノ トス 而シテ 

總 水雷 ノ位 K 敷設 阖 一一 符合 シタ ル ハ始 メテ其 浮標 ヲ 除去 ス ベ シ 

(註) 水雷 沈 置-一 用ュ ル脫 離钧ハ 下端- 鉤ヲ備 へ 上方-一重 丸 ヲ備フ ル モノー 一 シテ 水雷 

及 ヒ鍾量 等 ヲ鈎ス ^ 間 ハ 其 重 tt -1 依 ク艇舷 -1 糠吊セ ラ , 、 モ之. ヲ 海底 一一 沈 a シ 

タル *: ハ其 重量 ヲ失 フカ タメ 重 丸； 橫ニ倒 レ爲メ 一一 「p I ァ リング、 チュ， ン」 

ノ 下端 ナル 鈎/落 脫スル モノ ナリ又 r "1 ァ リング、 チェ 1 ン」" 該钩ニ 附着 シ 

タ〃 部分 ノ ミ s 鎖-一 シ テ 上端 二 ハ索ヲ 接着 ス而シ テ 其長サ ハ深サ 一一 依 テ差ァ , 

*- 大凡 ソ鏈鉞 ハ 一一 シ テ索 ハ十 尋ナ ル ヲ 適良ト ス 

實驗 一一 ョル- 一 脫離鈎 ハ 水底 深キ所 一一 ァ ッ テ. ハ 自働セ サ ル 「多 ク シ テ信ヲ fi ク ュ 

足 ラス 故 一一 沈 a 索 、「トグル ライン」 ノニ索 ( 一 素ノ端 一一 「アイ」 ヲ設ケ 他 索ノ端 一一 

水雷 ** 科 書卷之 二 五十 一 
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S 二 敷設 ス だ 者 トス 

(註) 水雷 ヲ運貨 船-一 懸 m ス〃 二 ハ 第一 一一 錘楚ヲ 前部 一！ 其 后 部 一一 水雷 罐ヲ懇 ケ最后 一一 

啓 閉器ヲ 吊ル可 シ之レ 水雷 ヲ敷設 艇 -I 移ス 一一 當リ 便利 ナレ バナリ 

枝電纜 ハ必ス 8 字形 一 1 綰子其 水雷 - 接近 シ タ グ舣侧 ュ S キ 敷設 艇 -! 交付 スル端 

ヲ 上方-一 ナシ S ク r 一一 注意 ス ルヲ 耍ス其 水雷 及ヒ 錘. 抵等ヲ 懸吊 ス ル 「スリップ 

" 1 ブ」 ハ 舷側 ノ r ホ ^ ラ I ド、 ヘッド」 ュ懸 ク^ モノ トス 運货船 ョ リ 敷設 艇 一一 水 

雷ヲ移 サン ト欲セ ハ先ッ 最初， 一 電纜端 ヲ 敷設 艇 ，1 渡 シ 敷設 艇 一一 於テ ハ錘 量/ * 

〃迄 電纜ヲ 艇內ニ 順 能 ク綰子 錘 量 ュ達ス ルー 1 至ラ ハ之 一一 脫離鈎 ((Higagtnnent 

hook) 或 ハ 「スリップ トグ ル」 ヲ鈎ケ 運貨船 二 テ 「スリップ" ー グ」 ヲ弛メ ナガ ラ 

錘 量 ヲ卸ス 敷設 艇 -1 テハ 「"ー ァ リング、 チェイン」 若シク ハ沈澄 索 ヲ以テ 錘 量 

ヲ 引寄セ 次 一 1 同法ヲ 以テ 水雷 ヲ移 シ 靈 ハ 艇首 ノ 鉄製 「ダ ビ ッ ト」 水雷 罐 ハ 「バ 

ク、 p 1 ラ ー」 一一 掛ケ 啓閉器 ハ 其 后部ノ 「リ ングボ I ルト」 一一 之ヲ 懸吊 ス 

1 位置 浮標 ヲ 使用 ス が ^ 

敷設 艇 ハ豫テ 沈 置シァ ル位愛 浮標/所 一一 至 リ其浮 檫ヲ保 チ其位 S 一一 徐々 健 量 及 水雷 等 
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絕緣 試驗法 ハ 第一 不九圖 二 示 ス 如ク接 續艇內 -ー 海水 ヲ入レ タル 桶幷 一一 六 器試驗 電池 及 

ヒ 精 針 電流計 ヲ fi キ桶ノ 內-ー 電境 心線ノ 接合 部 ヲ 一 本ッ、 揷入シ 地板ヲ 海中 一！ 入レ其 

他 « ヲ試驗 電池/右側 緖線螺 -I 接合 シ又 他ノ 一 個 ノ地板 線 ヲ試驗 電池 ノ左侧 諸線螺 一一 

取付ケ 地板ヲ 桶. s 內ユ 揷入ス へ シ 而シテ 陸上 ュ於タ ハ谷 心線ヲ 集合 シ テ 一 束 トナシ 之 

一一 地板ヲ 取付ケ 海中 一一 投入 シ S ク ベ シ斯 ノ如ク 接合 ヲ行ヒ タル 後 電鎩ヲ » 下シ テ谷條 

每 二 試驗ヲ 行フ ヘシ 又 * 水雷 ゾ 枝線ト 本線 トノ 接合 部絕 緣試驗 モ亦之 一一 準ス但 シ ^氣 

觸發 水雷 ノ 枝線ト 本躲ノ 接合 郁 及 e 侬心 電攒 / 接 續部絕 緣試驗 ハ 甲 衛所 一一 於 一 グ之ヲ 行 

フ f- トァタ 

贫七 ォ 歡設 

水雷 (及 ヒ啓閉 器) ヲ整 滿シ之 一一 霜 欖槃維 索錘楚 等ヲ 接續シ 終リ- タラ ハ 最初 二 敷設 ス へ 

キ水 .ia ョ" 順ヲ逐 フーフ 棧橋 或ハ卑 頭-! 運搬 シ 起重機 (水- m 倉 W ヲ ぉスグ 地- 一 ハ必ス 之 

ヲ備フ 〃ヲ 耍ス) ヲ W ヰ テ之ヲ 運 货船ノ 外 舷-! 「スリップ &， ブ」 ヲ以テ 懸吊 シ 曳船 用 

谋船ヲ 以テ運 貨船ヲ 敷設 面 一一 曳キ行 力 シム巳 一一 水 |s ヲ 敷設 ス へ キ位 S ノ近徬 一一 到ラ ハ 

先 ッ 運貨船 ヲ 碇泊 セシメ 次- 1 水雷 一 倜宛ヲ 敷設 艇 一一 移 シ左ノ 諸 法 一一 ヨリ 順次 之ヲ 各位 

水雷 術敎？ 卷之 n 四十 七 
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第 六 倍 心電總 敷設 

最初-一 要スレ 、ノ 甲乙 兩 衛所 問 一 一 信号 電欖ヲ 沈 ss シ 信号 装 S ヲ 整定 シ 次 一一 ^心- m 纜ヲ 甲 

衛所 > 接賴凼 トノ間 一一 敷延シ 然ル后 谷水 雷 ヲ配沈 シ枝線 ノ內端 ヲ接賴 S 一一 持チ來 ルモ 

, トス 

衛所 間ュ 信号 電纜ヲ 敷設 ス ル -1 ハ 電纜ヲ r トラ ム」 一一 捲回シ タグ 者ヲ 曳船 或ハ之 一一 牽曳 

セラ 产 、運 貨船ニ 搭載 シク其 一 端ヲ乙 衛所 一一 渡シ而 シテ甲 衛所 二 向テ敷 延シッ 、除々 

ュ航進 シ此ー 一 其 電欖ヲ 交付 ス 

倍&電 欖ヲ甲 衛所 ト接 績凾ト /間 二 敷設 セ ン 一一 、ン先 ッ其ー 端 ヲ甲術 所 一一 渡シ電 攒ヲ繰 

タ W シ ナカラ 接續 a 位 S 浮標 ノ所 ユア， 端 舟 二 向 ヒ テ航進 シ 其端卅 一 一 逵 シ タル * 電縝 

ノ外 ® ヲ之 一一 渡 ス但シ 端舟內 一一 ハ兼テ 倍 心 接 續凾ヲ 搭載 シ之ヲ 谷水 雷ノ 枝線ト 接合 ス 

\/ 準備 ヲナ シァ〃 モノ 一 一 シ テ之ヲ 接績艇 ト稱ス 

四心幷 一一 七 心 電纜共 一一 » シ 其 全長 半 浬 -1 シーブ 足 ラサル 片； -W ホ他/ 電纜 ヲ川フ 此 場合 

一一 ハ 其內端 ヲ接績 K - ー取リ 同 番号 ノ 心 線 ト 接合 シ直 一一 之 * 力 絕綠 試驗等 ヲ 一， 仃 ヒ 其 結 架 善 

良 ナ^ 'ヤヲ 准メ 接合 部 ヲ 倍 心電纜 接合 凾 二 装定 接合 スル モノ トス 



Digitized by Google 



曳船 (第二 十七 圔) ハ徘 水量 約 三百 嚓馬カ 約 六十 双 推進器 ヲ有ス ル瘃船 一一 シテ電 鏡ヲ敷 

誼 シ又ハ 運货船 其他ノ 諸船艇 ヲ牽曳 シ^ク ハ 水雷 及 諸 装具 ヲ積 載ス ル等ノ 用-一 供ス 

運 船 (第二 十八 職) パ徘 水： S 約 九十 五 嚼ノ雕 船 一一 シテ其 首 部 及 後部 一 1「 テリ ッグ」 谷 一 

倜ヲ備 へ 又 三千 r キ & Jrw 外/重 i ヲ揚ケ 得 へ キ絞 盤ヲ備 へ 百 五十 r キ n 」 乃至 一 一 ：6 五十 

「 キ ヌ」 ノ重量 ヲ有ス ル所ノ 錨 二 個ト之 二 附属 ス ル錨鎖 谷 六十 尋ノ 長サ ヲ有ス 〃モノ ヲ 

備 へ船內 一一 ハ r ヅ， ダ」- ー卷 キタ, 儘 ノ電纜 多 戯ヲ搭 载シ得 ぺク又 外 舷側 一一 若干 ノ 「ボ 

ダラ， ド へ プド」 ヲ有シ 谷水 雷罐、 錘 骨等ヲ 懇吊ス ルノ用 ニ供ス 

水雷 敷設 艇 ハ 堅 固 ナ ル 特製 ノ谋船 一一 シ テ 排水 八十 噸馬カ 約 三十 双 推進器 ヲ有シ 「 ス 

ク〃， 、力 ， ド」 ヲ附ス 其/首 部 二 ハ 三千 「 キ ； 1」 內 外/重 S ヲ揚ケ 得 へキ 「デリック」 一 

徊ト之 ニ適ス ル絞車 ヲ備へ 又 船 ^及 船尾 一 Irpl ラ ー」 谷 一 個ヲ 備へテ 「フエ， ャリ ー 

ダ ー」 トナシ W ホ 短小 ナル 鉄製 「 ダビット」 ヲ首部 一一 備へ 運货船 ョ リ 水雷 其 他 ヲ 受取 タ 

是ヲ沈 S ス 〃ノ用 一一 供ス 

小 蒸 «艇 ハ 十五 噸內 外ノ モノー 了ゾ テ傅 令粮食 迷搬其 他雜用 一！ 供 ス 

端 舟 及ヒ！ n 本 形 小船 ハ雜用 一一 供スル モノー 一 シ-ズ 一 定ノ 装備 ナキ モノ トス 

水雷 術敎 科窖卷 之 二 四十 五 



zed by Google 



浮檩ヲ 沈置シ タグ 塌所 ノ深サ 三十 六呎 

潮 見 表- ヨリ テ十 一 時 十九 分-一 對ス グ深 サ六呎 一 吋ナリ トス レ ハ其 改正 法 次 ノ如シ 



1 

I 

6 4 

1 



2 6 

I 3 



び 

丄 • 

一 即チ 三十 三呎十 一 吋つ 大低 潮時 其 位置 ノ深 サナリ 

3 

3 



電 氣觸發 水雷、 電氣 機械 水雷 及 ビ啓閉 器ノ頂 ヨリ 水面 マデノ 距離 ハ 皆此大 低潮 ノ深サ 

ヲ以テ 基準 トス 

第五 水雷 敷設 用船 艇 (第二 十七 阖第廿 几圆) 

水雷 敷設 隊 一一 於テ ハ 通常 左ノ諸 船艇ヲ 使用 ス ダモノ トス 

曳船 (タグ) 

運货船 (ライタ，) , 

水雷 敷設 艇 (マイ ンボ， ト) 

小 蒸谋船 (スチ I ム ビン 子 I ス) 

端 舟或ハ 日本 形 小舟 (傳 馬) 



水雷 術 敎科害 卷之ニ 四十 四 
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水雷 繋維ノ 深度 ハ大 低钥ノ 深サヲ 基本 ト シ 定ムぺ キ モノ トス 故- 海岸 便宜 ノ 場所 ユ驗 

潮杼 ヲ建テ 每 十分 時 一一 潮ノ 高低 ヲ記 シ之ヲ 位攛 浮標 沈 置 ノ 際 測定 シ タグ 時刻 及 深度 ュ 

對照シ 谷水 雷ヲ 沈置ス べキ位 a ノ深 皮ヲ 制定 ス べキ者 トス 

測定 シ得タ ル深 サヲ大 低潮 ノ深サ 一！ 改正 ス だ 一！ ハ先ッ 潮 見 表 一一 侬テ 當日ノ 低潮 及 高潮 

ノ高 ナヲ求 メ之ヲ 加へ テ 二分 ス レ ハ卒均 水準 面ヲ 得べ シ此点 ヨリ 上下 一一 大潮 升 ノ半數 

ヲ 加减ス ぺシ 加へ タル モノ ハ朔 S 髙潮 ノ高サ 二 シ テ 减シタ だ モノ ハ大 低潮 ノ高 サナリ 

例 令 ハ潮見 表 一 一 ヨリ 當 = ノ髙 潮、 ノ八呎 六时二 シ-ダ 低潮 ハ五呎 六 时ナリ トス レ ハ其 平均 

水準 面 ハ 七 呎ナリ 今 大潮 升ヲ 六呎ト ス レ ハ 其半數 ； 三呎ナ ルヲ以 テ之ヲ 平均 水準 面ナ 

〃七呎 一一 加谀ス レ ハ加ハ 十 呎トナ リ賅ハ 四呎ト ナル此 十呎ハ 即チ朔 3K 高潮 ノ高サ 一一 シ 

タ四 呎ハ大 低潮 ノ高 サナリ 

右/如 ク シ テ先ッ 驗潮杆 -1 於 ケル大 低潮 ノ高 サヲ 見出 シ次 一一 位 S 浮標 ヲ沈 置シタ ル片 

測 リ得ク ダ深サ ヲ此大 低潮 ノ高 サユ 改正 スべ シ 

饭令 ハ 

浮標 ヲ沈 ffi シ タル 時刻 午前 十 一 時 十 九分 
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水赏 * 敎科 * 卷之ニ -- 二-一 - ■ - ： 四十 二 I 

メ 水雷/沈 a -I 先タチ 其 位 E 一 一 浮標 ヲ 沈 S シ 豫メ其 点 ヲ 表示 ヌル モノ トス 

位置 浮標 配 S ハ最モ 精密 ヲ耍ス V 力 故 海上 平穏 ノ n! ヲ撰ン ヂ之ヲ 行フ ヲ良シ トス 而メ 

敷設 * 線ヲ 區別セ ン 力 爲メ每 線 異色/旗 及ビ 番号 ヲ記セ グ 浮標 ヲ用フ 而シテ 水雷 ヲ敷 

設ス ルニ線 ナ产キ ハ先ッ 外線 ヨリ 初メ 三線ナ , ^ "中央線 ヨリ 始ム ルヲ例 トス 通^ 一 

般 ニ行フ 方法" 左 ノ如シ 

先 ッ標杆 ヲ立テ 敷設 艇 S? ク " 傅馬ヲ シ テ其 延長 線 一 I 沿フテ 航走 セ シ メ艇內 一 一 テ ハ 六 分 

儀 ヲ以テ 測 リ居リ 各位 置 ノ旣定 角度 一 一來 リタ ルキ 浮標 ヲ 投入 ス ルモ ノト ス旣定 角度 ハ 

標杆 ト他ノ 所定 ノ 目標 トノ間 ュ在ル 角度 ヲ云フ 

右 ノ如ク ユ シ テ 位置 浮標 ヲ 投下 セ シ 泞 ハ 精細 ナル深 サ及ヒ H:MI 時刻 マ 記錄 シ置ク モ ノ 

トス 全線 ヲ終 ラハ次 二 接綾凾 ノ位 a 浮標 ヲ沈 置ス 

如斯 シ テ總 浮標 ヲ 配 K シ タ \ 后 高潮 停滯時 一一 於 テ谷線 上 浮標 位 S ノ正シ キヤ ヲ視認 シ 

次テ 現定ノ 諸^ ヲ製シ 之-一依- グ 水雷 ヲ 準備 シ電欖 繋 維 索 等ヲ切 斷シ其 他 要具 ヲ 整備 

第 四 水雷 繋 維 深度 測定 



Digitized by Google 



Digitized by Google 



タ 

第二 水雷 敷設 阖 調製 

港潸/ 形勢 ヲ 視察 シ防 ST: 法ノ 計劉ヲ 决定シ タル 後ハ ！ 哩ヲ 十二 吋 乃至 二十 四时 トセ〃 

縮尺 ヲ以テ 術 所、 水雷、 抟績. S 等 ヲ 記載 セダ 敷設 海圖ヲ 製ス可 シ此海 陶ハ素 ヨリ 精密 ノ 

測量 ヲ經 タルモ ノー ーシ テ 水雷 ノ 敷設 一一 必耍ナ ル 山頂 岬角 等 ヲ 寫出 シ 其 港 潸 ノ 全形 ヲ顯 

ハナ ザル *- ノト ス是 レ若シ 敵/手中 一一 入 リタ K キ 其 何 港タ〃 ヲ 識別 セ シ メサダ S メナ 

タ但 シ單術 所 視» 弧 器" 一 連用 スダ 爲メニ ハ 特別/尺度 即チ 縮尺 二 千 五 百分ノ 一又" 五 

千分 ノ 1 ナ ル海闢 ヲ製ス ルヲ 耍ス 

海 脚 上 ュ 敷設 線ヲ 記入 ス ルニ ハ先ッ 敷設 面/ 中央 一一 敵 艦/採 だへ キ 豫想 航路 二 K 角 一一 

1 直線 ヲ引 * 之 3 リ 前後 一一 安全 距離 ヲ隔テ , 內外兩 線 ヲ引キ 水雷 排列 法 二 ョ リ此等 線 

上-一水 雷/位 a ヲ 配付 シ且ッ 铱績. 1 ノ位蹬 及 ヒ電纜 敷設 ノ 線路 ヲ 記入 ス へ シ倍心 接 

ノ位 置ハ 通例 最近 水雷 ョ リ百碼 ヲ隔ッ ル モノ トス 

第三 位 ffiff 標配 S 

水雷 敷詖阖 二 ヨリ 水雷 ノ 敷 誼線幷 一一 其 位置 等 確定 ノ 後實^ 上 其 真 位置 ヲ確定 セン カタ 

水 ^術 敎科香 卷之ニ 四十 一 



水^^ 敎科書 卷之ニ Im I 四十 - 

試驗 電池、 信号 電池 及 ヒ ぉ驛^^ 池 一一 使用 スル^ 器ハ 總テ 通信 用 「ァグ & メレ， テッド 

一 レ ク ラ ンシ， 」堪 器 一一 シ テ 一 箱內 十： 一個 ヲ納メ 所要 ニ從 ヒ其內 齦個ヲ 接合 シ テ 使用 ス 

試驗 電池 一一 ハ雷器 二 個 ヲ用ヒ 抵抗 測定 其 他 ノ試驗 一 I 使用 ス 

信号 電池 一一 ハ ^器 四個ヲ 用 ヒ 其賴極 " 地 板 及視發 弧 器 ノ 遠 鏡 下 -1 附 セル 絕綠線 一一 

電鑰 ヲ用ヒ テ接 4 口 シ 其 消極 パ 啓 絡 器 前面 ( m ) 具狳板 一一 接合 ス 

電驛器 電池- 一 器 七 個ヲ用 ヒ單ー rm 驛器ノ 試驗ノ ミー 一 使用 ス 

通信 用 電池-通 信用 r ァグ "メ レ ー テツ ドク-フン シ I」 電器 十 個 一一 シテ 衛所 司令部 要塞 

間 等/通信 用 ニ供ス 

r メ ノッチ 」 試驗 電池 ハ 簡單ナ , 諸 試驗用 一一 供 ス 

赫熱 電池 ハ端舟 電器 二 個 ヨリ 成 リ啓絡 器 ノ接績 部及觸 着部ヲ 試驗ス ルー ！ 用ュ 

發火 電池 、ノ 海軍 用 電池 A 個 (所要 m 器數 算定 法 一一 ^ リ得タ ル數ノ 約 四 倍) 以上 ヲ用 フ だ 

. モ/ 一一 シテ試 驗室內 后 方 適.：？ „ パ^ 所 二 精 堆シ其 消極 ぺ電 鑰ヲ^ テ啓絡 器 右方 ノ諸 線螺 

一一 積極 ハ第 (9) ノ諸線 蝶 一！ 接合 ス. 

以上 諸 電池 ハ每 0 水雷 一式 一一 於 ケル谷 部ノ諸 試驗ヲ 施行 ス ャ 前之ヲ 試驗ス へキ モノ ナ 
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四 試驗卓 (Ti tie) (第二 十六 H) 

敷 K 水- {.£ 沈 S ノ後ハ 其 狀態ヲ 確認 スル 二 ハ試 驗卓ヲ 使用 ス其 構造 二 第二 十六 圖 ごー 示 

ス カ如グ 卓上 -I 精 針 t 流 計、 威氏電 橋、 電路 變 斷鑰、 耳聽 器、 三 纏 線 電流計、 m 路變向 器、 

甲乙 .內丁 ノ遊栓 及 ヒ( 一 )3 リ (十) 一一 至 ル緒線 螺等ヲ 有 シ此等 諸 器ノ間 一； 所要- 一 應ス ^ 

接合 ヲ ナセタ 即チ圆 上/ 點 線ハ此 等/永久 接合 ヲ示ス モ ノナリ 

五 發火 電池 試 躲 卓 (第二 十六 圔) 

發火 電池 / 試驗 、メ 從 來試驗 卓上 一一 於テ ナシ タレ 充實際 水雷 ヲ沈置 ン タグ 后强 カノ 發火 

電流 ヲ試驗 卓上 一一 於テ 試驗ス ル ； * ダ危 險ナル ヲ以テ 別-: 小^ ヲ設 ケ之レ -燒灼 抵抗 

綰線器 へ發火 電池 試驗 -! 充ッ ルヲ耍 ス之レ ヲ發火 電流 試 驗卓ト 稱ス 

上, 衛 が 月 1:=^ ま 

衛所 用 電池 ト ハ 術所內 一 1 備フ ル諸 電池 一一 シ テ基定 電池、 試驗 池、 t メ ノッチ J 試驗 電池、 

信号 電池、 通信 用 電池、 電驛器 電池、 赫熟 電池 及 ヒ 资火 電池 ヲ 云 フ 

基 定^ 池 諸 電池 ノ m 動力 ヲ 比較 ス ル爲ノ モノ 一一 シテ 通信 用 「ァグ 51 メレ ー テツ ドレ 

クラン シ l」.m 器 二 個 ヲ用フ 



水^ ^教科 * 卷之ニ 三十 九 
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トス ルー I ハ乙 衛所 ノ 視察 者 敵 艦お 照準 線 上 二 來ルヲ 見 バ直ー 1^ 鑰ヲ壓 シ嗚鐘 ヲ嗚ラ 

シテ 甲 衛所 -1 之ヲ 傅へ 電話 器 或 、ノ 現 字 機 ヲ以テ 某艦ノ 某所 m 照準 セ ル ヤヲ 通 スべシ 

愛 二 於 テ 甲 衛所 ノ 視察 者 " 視發 弧器ヲ 照準 シ 乙 衛所 /目的 ト 符合 セル 位置， 一 對等ス 

レ パ 信号 電池 ノ 電鑰ヲ 壓ス. 茲 二 於テ 信号 電流 ハ 霄鑰ヲ 經テ. 弧器ノ 照星 一 i 入 ヅ啓絡 器 

ノ (，t ) 緖線螺 ヲ經テ ( t£) 具 鎗彈子 一一 至リ ( a )( H ) ノ 磁石 钪線ヲ 過， キ (ー )( m ) ヲ經テ 

電流 二 皈流 ス 此時 磁石 綰線 發磁 シ 軟鉄 挺 ヲ 引着ス タヲ以 テ 指挺ハ 落下 シ錡 ( o ) ヲ打 

チ鋏彈 子 (k) 一！ 挾 マ レ發火 電路 ヲ完 連ス 

發火 電流 ハ 地 絡 ヨリ 水雷 二 入 リ衛鉄 ヲ左止 点 一一 止 ム此時 電流 ハ 大綰 線ヲ^ ルザ & -1 

信管 ヲ 發火シ 本線 ヨリ 本線 緒線螺 (t ) ュ至リ ( e ) 片ヲ經 テ指挺 (.t ) ヲ 通過 シ鋏彈 子 

ュ 至ヅ ( p)( q) ヲ經テ 電池 -ー 皈流ス 

若 シ啓閉 器 機 チ付シ タ か 水雷 ナか 仵 r 其 水 S 若ク ハ啓閉 器ノ娌 船ノ阀 銜-ー 逢フ -1 常 リ 信号 電流 ハ地 板ョ 9 入 

，猙閉器機及ヒ本線チ徑テ本線緒線^7)=至リ(ー)(..")兩片チ^テで)(")兩磁石館線チ過キ(ー)(5チ 

經テ！ « 池 一一 ス如此 -1 シテ 紫. 流ノ 通路 チ完 連ス i 「前-一 異ナか r ナシ 

單 衛所 式-一 在テ ハ電鑰 ヲ用ヒ ズ只タ 啓 絡 器ハ單 一一 一 阍 ヲ耍ス W ノミ 
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ザル 間" 細彈子 ( C ) ュ 由テ. 牽寄セ ラ レ且ッ 其 彈子ノ 張力 ； 調整 螺子 (d ) 一一 ヨリ 加减 

セ ラル 此衛 鉄ノ 下端 二 支鉤 占、 T ァ リ SS 挺 ヲ支フ 乂指挺 ハ 支 片( " ) ュョ リ 中心 ニ接シ テ 

稱軸ヲ 付 シ其他 端 -1 ハ 水雷 番号 ヲ贴 付ス ベ キ圓板 (f ) ヲ備 へ タリ 

支片 (二" 一 "緒 線 蝶 (丄 一一 他 ハ指挺 及 術 鉄 (b) ヲ經テ 上 綰線ト 連絡 シ指 挺ノ 水平 

位置 一； アル 問 ハ其 白金 解 点 (に ) ハ 術鉄ノ 下端 支鉤点 一一 壓當 シ^ 一一 « 路ヲ 形成 ス然リ 

ト雖 先 衛鉄引 着 セラ レ指挺 直立 ス , キ 乍 チ鲷着 ヲ 破斷シ (f) ハ鐘 ( " ) ヲ打チ 以テ注 

意ヲ誘 S シ 同時 一一 鋏彈子 (k ) 一一 狭 マレ 發 火^流 ノ 通路 ヲ 完連ス 鋏 IS 子 (k ) ハ 谷 相 連 

續シ テ( ト 永久 接合 ヲ ナ シ 發火 ^池 ハ 發火 電池 絡 線 螺( S 一一 接合 ス 

下磁 綰線ハ 前面 中央 /(-) 片ト 永久 接合 ヲナシ ァリテ (2) 及ヒ (") トー 個ノ栓 ヲ柿シ 

テ 信号 窀流 若ク "試驗 ^流 ヲ 磁石 綰 線-一通 セ ジム ル モノ トス (t ) ハ 本線 緒 線 蝶-一 シ 

テ 水雷 ノ 本線 -! 接合 シ 7 ) ハ 視發弧 器ノ外 緣絕緣 照星 二 接續セ シムへ キ緒線 蝶ナリ 

(二) 作 働 

啓 絡 器 ハ 信号^ 流幷 一一 發火^ 流ノ 各^ 路ヲ ナス モノ ナヅ故 一一 其 作 働 モ從テ 信号 作 働 

及 發火作 * ノニッ 二分, 、ナリ 今 甲乙 術听式 一！ テ視發 一一 由リ ffi 意-一 水雷 ヲ發 火セ ン 



水雷 術 敎科雀 卷之ニ 三十 七 
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水雷 術敎 科^ 卷之ニ 三十 

ス クー 一 ハ 弧 器 及 ヒ 啓 絡器ヲ 連用 ス^ モノ トス 

弧 器 力 大小 一 一種 ァリ 其大ナ ル者 ハ 甲 衛所 二備 へ小ナ ダ者ハ 各 乙 衛所 二 於テ 水雷 敷設 線 

ノ 延長 部 一一 谷 | 個 ヲ備フ 严モ ノト ス甲 衛所 -1 於テ ハ 水雷 ノ數及 衛所 ト 敷設 面 トノ關 係 

一一 ヨリ 大弧器 若干 ヲ要ス ぺ シ 

大弧器 或 ハ 視發弧 器 (第一 一十 II 圔甲) ハ 餺 鉄製 ノ框 一一 シ テ 三脚 ヲ有シ 各 脚 伸縮 蝶 ヲ備フ 

而 メ框ノ 中部 上面-一 水準器 (W ) ヲ 装 付 シ脚ノ 伸縮 螺ヲ 伸縮 シ テ之ヲ 水平 一！ 据ュ可 キノ 

装 S ナリ (a ズ 望遠鏡 一一 シテ 水雷 ヲ沈 置ス ル 4t 其 位置 ヲ視 測シ 又； 襲來ス ル敵 艦ヲ照 

準 スルノ 用 一 一 供シ (b ) 煤 子 及 ( C ) 螺子 一一 依" - 上下 左右 -1 運動 ス へキ モノ ナリ (d ) ハ望 

遠鏡ヲ 支持 ス ダ縱杆 筒-一 メ 下部 割 度 板-一 相對ス ル 「ベ \ -i ャ」 ヲ 装付ス 此管ノ 前面 ヨリ 

照準 管 (f) ヲ 突出 シ其 前端 上面 一一 照星 ヲ有シ K 下 面 一一 白金 觫点ヲ 附着 ス此觫 点-一 一 ノ 

絕緣 導線 ヲ螺止 シ管中 ヲ通シ ク 望遠鏡 支 杆ノ底 部 -1 出 テ余端 凡 三 呎ヲ有 ス又框 ノ外緣 

二 於テ何 レノ部 二 テモ 固定 スルヲ 得ぺキ 絕緣 照星 ( 8 ) ァ リ其底 部 主 短 導線 ヲ附屬 ス 此 

照星 ハ敷 誼シタ ル 水雷ノ 方位 一 I 之 ヲ据ュ ル モノ-一 シテ 照準 管ヲ 旋廻 シ絕緣 照星 上 一一 架 

セ シムル *• 電路 ヲ完連 スへキ モノ ナタ - 
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線ノ 前方 兩 翼-一谷 一基 ヲ備 へ以テ 一 定， '方位 ヲ照 ラシ 又內方 適宜 ノ 位置 一一 一 基若ク 力 

二 基ヲ備 へ 海面 ノ移勸 探 照 一一 使用 セ ハ之ヲ 警戒 ス ルー 一足 ル ヘシ 

第 六 砲臺 若シク ハ砲 カノ 保護 

敷設 水雷 ハ 有効/防 锲法ナ タト 雜ト 港^/防 糴ヲ 獨リ 水雷-一 ノミ 依賴ス ル ハ 確然 不 

拔 ノ法タ ル可 ラス 必 ラス 砲 臺ト相 待 ッテ始 メテ其 効 ヲ成ス へ シ蓋シ 海防 ノ事タ だ 敷設 

水雷、 障 W 物 及 ヒ 砲 辜： 等 ノ 不 勸防锲 ト 艦隊 及 ヒ 水雷艇 隊等 ノ 移動 防银ト 緩急 相應 シ テ 

堅城 ヲ ナス ノナレ ，ハナ リ 

敷設 面ヲ保 謐ス へ キ砲 W ふ 少ナク トモ ニケ所 ヲ耍シ 且ッ其 砲ノ發 射線ヲ シテ 可成 互-一 

直角 ナ ラシ メ相對 向ス ルヲ避 ケサ〃 可 ラス 

第二 項 敷設 實施 

第一 衛所 用器 具 ， - 

一 弧 器 (obsarvingarc) (第二 十四 H 甲乙) - 

交叉 發火法 一一 依ヅ 任意 一 1 水雷 ヲ 視發シ 若クハ 視 發觸發 合法 一一 侬リ 之ヲ發 火セシ メント 

水 8e* 敎料 害卷之 一 一 二十 九 
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水^ 術敎 科杏卷 之 二 二十 八 

<5) 電氣的 試驗室 

(6 ) 事務所 

(7) 木工 工場 

(00 ) 緞 冶工 塌 

T ) 鍛冶 仕上 塲 

(E) 電纜 貯蔵 池 

(F) 納艇所 及 引揚臺 • ：. 

(G) 起重機 ヲ備へ タル 錘 量置塲 

(H ) 埠頭 

(I) 起重機 

(註) 今 后 新 一一 計盡ス 〃我 國ノ 陸上 設備-一 ハ 綿火藥 庫ヲ廢 シ下瀨 火藥ヲ 水雷 罐內 -I 

装瓒シ 運搬 車上-一 併 列ス 

第五 锟燈ノ 位置 < . 

電燈ノ 位置 及 ヒ數ハ 防锲ス へ キ港灣 / 廣狭 形勢-一 據 リ之レ ヲ定ム へ， キ 者ナレ 巧 本 防 纏 
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倉庫 ヲ 設立 ス ル -1 ハ防禊 地區ノ 後方 一一 於テ 敷設 面 ヲ距ル 四海 里 以上 ノ 陰蔽 セ ル 位置 ヲ 

撰 ミ 起重機 ヲ 偏へ タル 埠頭 若 ク ハ棧榣 ヲ設ケ 低潮 ト雖ほ 常 二 運搬 船 及 ヒ 曳船 用 小蒸谋 

艇ヲ 橫接ス ルノ 準備 ナカ ル ぺカラ ズ而テ 埠頭 ト各 倉庫 間-! ハ巾 十八 吋 ヲ有ス ル 輕便欽 

道ヲ敷 キ五噸 乃至 六 噸ノ货 物ヲ 賴载シ 得べ キ 運搬 車 ヲ備へ 倉庫 ノ 近傍-一 ハ 鍛冶、 木工 

工場 ヲ誼ケ 之 ヨリ 稍々 遠隔 シ テ火藥 庫 及 装 塡室ヲ 設ク ベ シ 

(第二 十三 鼸) ハ其詖 計ノ 大意 ヲ示ス モノ ナリ 

(A) 綿 火藥庫 

(B) 装填 室 及ヒ装 * ン タル 水雷 嫌 幷-】 導 火 藥貯藏 庫 

(C) 用具 装 室 

(D) 中央 倉庫 二 シテ左 ノ諸室 ヲ備フ 

\ 1 ) IT" ロロ^ | 

(2) 空 》 浮榡類 貯藏室 

(3) 槃維 装具 室 ， 

(4) 電氣 用具 室 



水雷 * 教科 害卷之 二 
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水雷 術敎科 書 卷之ニ 



甲 衛所 (第一 一十一 ー圖) 及 單視發 衛所 ハ 視發 室、 試驗室 3 リ 或レ， 視發室 ハ 前方 敷設 面ヲ展 

望シ得 ベ キ 位置 ヲ撰ミ 玆-ー 强固ナ ル机臺 ヲ備へ 之- 1 視發弧 器 及 ヒ 發 火電鑰 ヲ備フ 其 背 

後 掩蔽 セル 所 一一 試驗室 ヲ 設ク ベ シ 此室 -ー ハ强 固ナル 机臺ヲ 置キ其 下」 1 試 驗卓及 ヒ 啓 絡 

器ヲ定 S シ其傍 一一 信号 電池、 試驗 電池 及 ヒ 發火 電池 ヲ 備 へ 谷 其 器 其 及 電池 力 ノ 良否 幷 

一一 水雷 ノ狀態 等 ヲ試驗 スダノ 用 ニ供ス ル 所-一 シテ 敷設 面 ヲ視ル ノ耍ナ シト雖 地盤 堅固 

一一 シテ 砲火 ノ震動 -ー堪 へ 敵 眼ヲ遮 〃ノ地 点ナ ラナ〃 へ カラ ズ 

從來ー 室ヲ 二分 シテ兩 室ヲ設 ケシガ 面積 大ュ シテ 掩蔽 ノ 困難 ナルト 一 發ノ 彈丸ノ タメ 

兩室 同時 二 破壤セ ラル 、ノ 恐ァ ^'ヲ 以テ 近來兩 室 ヲ各別 一一 築造 ス, 一一 至 レリ 

乙 術 所 ハ 敷設 線 ノ 延長 部 一一 在テニ 浬以內 ノ 水雷 ヲ 監視シ 甲 衛所 ト 同シク 强固ナ ル机臺 

上ヲ 小 弧 器 ヲ 定置 シ 常 一一 水雷 敷設 線 トー 線-一 且 水平 一一 之 ヲ 据附ク S? シ其線 二 浬 以上 二 

百 V*: ハ對 岸別ュ 一衛 所 ヲ設ケ テ之ヲ 分掌 セシム 

—第 四 —倉庫 及 陸上 設備 

電氣觸 
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第三 衛所 撰定 

衛所 ハ 水雷 ヲ監シ 之 ヲ發火 シ若ク ； 之ヲ 安全 ナ ラシ ム ルノ 器具 ヲ 装懶ス ベ キ 塲所ナ レ 

ベ 其 安危 ハ 即 防禦 部 ノ 運命-! 係 ハル ヲ以テ 海陸 ヨリ ノ攻擊 一 1 對 シ 完全 ノ防锲 ヲ施サ 、 

〃ベ カラス 故 一一 砲台 內ニ a クヲ常 トス ト雖 先 適 當ノ砲 臺ナキ *： ハ 堡砦ヲ 佤設シ 樹木 ヲ 

以 テ之ヲ 掩議シ 可成 敵ノ 着目 セ サル^/結構 ヲナシ 機 砲苦ク ハ 速射砲 數門ヲ 備へテ 之 

レ ザ 掩護 ヲ ナ シ 又タ 陸上 ョ リ ノ 襲撃 ヲ豫防 ス ，爲メ 壕 ヲ繞ラ ス 等 充分 ノ防 澳ヲ 要ス 

交叉 發火法 "I テ ハ 甲乙 兩 衛所 ヲ設ク 而テ甲 衛所 ハ 敷設 面ヲ 監視 シ乙 衛所 ハ 敷設 線ヲ監 

視ス 故. 一一 其 位地 ヲ定ム ^ 一一 ハ甲 衛所 ハ水. m 敷設 線-一直 角ノ位 S 二 シテ 敷設 線ヲ 距^ 大 

凡 一 哩 前後 ヲ 通則 トス 而テ該 衛所 ハ 敷設 全面 ヲ 視察 シ 得べ キ位 g タ ラザ ^ ベ 力 ラズ 

覃視發 火 法 二 テ ハ 單 衛所 ヲ 設ク仝 術 所 ハ 敷設 面ヲ 距ル/ 距離 一 一 應ジ テ 充分 ノ K ヲ有セ 

ザ〃 ベ カラ ズ 
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艦船 ハ素 ヨリ 味方 艦船 一一 モ絕對 的 鈹港ト ナス ヲ云 プ . に ； a 

半開 閉敛港 ト " 前記 兩者 ヲ 折中 シ タル 者 二 シーズ 半 バ 視發 水雷 ヲ 以 ーズ シ 平 バ 觸發水 

雷、 機械 水雷 ヲ以テ 防 儀 セル 者 ヲ云フ 人 . ：.，： - ： ； -. や 

第 一 敷設 面 ノ撰定 

凡 ソ港潸 水路- 1 シテ 水： m ノ 敷設 ニ適フ ト適、 ノ サル トノ別 ァリ其 S モ適 セサル モノ ヲ揭 

一 n ^.irlt 、iw ク ^朝 ノ S ナ す、 一^ ，お i 卜レ m 

綿 火 藥装塡 敷設 水雷 
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雖茂 如斯ス ル *: 

ハ ス 故-一 (第 

t-T n :— ： ご ！て：巧-ノ-<?ー$上ニ(0)第三線 

上 一 2 ヲ S ： 各 水， 安全 距離 二 ァリテ 隣邊 水雷 一一 損害 ヲ及 ホス 「ナク ま 

設面 ヲ航過 スレノ 艦船 ハ破 壤ヲ免 レノ、 「ナ カルペ シ J I 

百 fsfH 安 i 離 百 八 it ハ 海底 水 I 標水 fs- 一 ヨリ (第二 十 

一 乙) ノ如ク m 二 線 上-二 C) ヲ第！ 二 線 上 二 (D) ヲ 敷設 スべシ 

各秭水 雷 ノ 败設 距離 左 ノ如シ 

^ス^ー 一 其 ^ 他ヲ ぉム〃 ュ "甲 衛所 ハ 水お 敏設鎵 一！ ie^; ズぉ頂 一一 I^s^ 

J 一 哩 前後 ヲ 通則 トス 而テ該 術 所 ハ 敷設 全面 ヲ 視察 シ 得べ キ位 ©タ ラザ ^ ベ 力 ラズ 

干 視發火 法 一 一 テ 、ノ 單 衛所 ヲ K ク仝術 所 ハ 敷設 面ヲ 距ル/ 距離 二 應ジ テ 充分 ノ高 ワ^セ 

ザルべ カラ ズ 
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艦船 ハ素 ヨリ * 方 艦船 一一 モ絕對 的 鎖港ト ナス ヲ云フ 

半開 閉鎖 港 ト 、ノ 前記 兩者 ヲ 折中 シ タル 者 一丁 シテ半 \ 視發 水雷 ヲ 以 一. フ シ 半 バ 觸發水 

雷、 機械 水雷 ヲ以テ 防锲セ ^者 ヲ云フ 

第 一: 敷設 面 ノ撰定 

凡 ソ港灣 水路 二 シ テ 水雷 ノ敷設 ニ適フ ト適； サ クトノ 刖ァリ 其 最モ適 セサル モノ ヲ揭 

ク レ ハ云ク 港 灣ノ廣 濶ナ〃 、云 ク流潮 ノ急湍 ナル、 云 ク海ノ 浚 深 ナル即 之 ナリ此 三者 パ 

费途莫 大ヲ 要シ業 ヲ施ス 困難 ナルノ ミナ ラス 其 奏功 確實 ヲ保ス ベ カラス 故 二 可成 如斯 

地勢 ヲ避ク べシ 

第二 水雷 排列 

水雷 排列 ノ 方法 秫々 ァリ ト雖先 通例 一群 逑 水雷 ヲ 敷設 ス ダ場 合一 i ァリテ ハ (第二 十圆 

甲) ノ如ク 一一 シテ數 群 連 水雷 ヲ數 線ュ 敷設 ス ル場 合一 一 ァリテ ハ (第二 十鬪 乙) ノ 如クス 

敷設 線ノ數 パ 通常 三 線 一一 シ テ 谷線ス 間隔 並 - 水雷 相互 ノ 距離 ハ 水雷 ノ嵇類 .--ー ヨリ 安全 

距離 ヲ以テ 定ム 佤令バ 

五 百听海 S 水雷 及 ヒ 浮標 水雷 ハ 危害 半經 三十 呎ナ ル ヲ 以テ今 艦幅ヲ 四十 呎ト 佤定 シ 百 
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三 敵艦ゾ 海峡 通 a ヲ妨 遏ス 

海峽ヌ 通過 シ或ハ 河川 ヲ溯 航ス ダ敵艦 ヲ妨遏 セン ュ パ其 航路 中 適當ナ \ 位置 ヲ撰 

定シ テ布設 水雷、 海中 障碍 物、 水雷 砲 臺ヲ绣 a シ我耍 » 砲臺ト 相待ッ テ敵艦 ヲ絕對 

的 禁遏ス x * 一 ァタ之 ヲ本防 « 線 ト稱ス 

水雷， 以テ港 « ヲ 防澳セ ン ト欲セ ハ須ク ( 一 ) 海陸 ノ 地形 ヲ 親察シ (二) 戦略上 ノ惯値 及 

ヒ (三) 海防 費 ユ « ミ或ハ 開閉 策ヲ採 ルカ 或ハ半 開閉 策ヲ採 ルカ 或ハ 密閉 策 ヲ採ル 等 其 

餓港 方法 ヲ 决定シ 次 ユ 敷設 面 ヲ定メ 敷設 海 H ヲ 調製 シ 海底/ 深淺、 土質、 流 潮 ノ 方向、 

速力 大潮 升 及 風向 等ヲ 測定 シ夕 水雷 敷設 線ノ 數及ヒ 方位 ヲ定 メ备 水雷 ノ 特性 ヲ 利用 シ 

タ 其 排列 及 ヒ員撖 ヲ决シ 術 所 ヲ撰定 シ 其 他 諸 倉 及 水雷 ノ 運搬 敷設 二 耍スグ 特秫ノ 船 

艇ー 一 至ダ 迄 精細 一一 設計 シ 敷設 面ヲ 保護 スル 爲メ 海岸 砲 S 、探 海 m 燈、 信号所 等 ノ 位置 ヲ 

撰定ス ル ヲ要ス 

(註) 開閉 銪港 (ops ミ -d cli hflrbolu.) ト ハ 視發 水雷 ヲ以テ 防锲ス 〃ノ謂 一一 シ テ 味方 

艦船-一 ハ自 由ノ 通路 ヲ與へ 敵 艦船 一 I 對シテ ハ 敛港ト ナス ヲ云フ 

*w 閉鎖 港 (closed hs-bour) ト ハ »發 水雷、 機械 水雷 等 ヲ以テ 防锲ス ル /謂 一一 シ テ敵 
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市府、 造船 廠、 碇泊 艦船 等 一 一 對ス ル 敵艦ノ 砲搫ヲ 防止 ス 

今 市府、 造船 廠等ヲ シープ 敵艦隊 ノ砲擊 一一 對シ 掩護 セント 欲セ ハ 前進 砲臺ヲ 構築 ス 

〃ヲ 耍ス然 ルー 一地 勢-一依 リク ハ 仝 砲臺ヲ 設ク ルヲ得 ザ ル， ァ リ此 場合 一一 於テ 所謂 

大 前進 水雷 (ヒ va 一一 ce sine) ヲ 敷設 セ" 能ク 其 目的 ヲ 達シ殊 一一 其费用 ヲ减 少ス〃 ヲ 

得へ シ大 前進 水雷 ト ハ 市府、 造船 廠等砲 擊ノキ 敵艦ノ 占位ス へキ 位置 一！ シテ我 砲 

彈ノ 到達 セザだ 海中 一一 數多ノ 水雷 ヲ 叁差 配列 スルー ーァ リ此 水雷 ハ 視發 一一 依 ルヲ可 

ト ス 

海岸 砲臺 一一 對ス , 敵艦ノ 働作ヲ 防害ス 

艦隊 7 海岸 砲臺ヲ 攻撃 ス ルャ五 千 米突 內外ノ 距離 二 在テ緩 速力 ヲ以テ 運航 シ ッ , 

射撃 ス ルヲ常 トス 若シ 豫メ此 位置 一一 所謂 小 前進 水雷 (sirldvance mi 一一 e) ヲ 敷設 セ 

ハ 艦隊 " 先ッ 困難 ナ グ 水雷 徘除 一 1 從事ス ルカ 又ハ 停止 投錨 シ テ不勸 目標 トナ ラ サ 

〃可 ラス 

小 前進 水雷 ト" 敵, 我 海岸 砲臺ヲ 攻接 スルキ 敵艦ノ 遊弋 スべキ 位置 -ー 敷設 シ 我 砲 

臺ト S 侍テ敵 艦ヲ聲 K ス だ 者ナリ 
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キー 一通 クル トキ ハ敵艦 之 一一 觸ル 、「ナ ク其 上部 ヲ經 過ス へ ク 其淺キ ニ過ル *: "干潮 ノ 

際 水面-一 出 テ敵忽 チ之ヲ 覺知ス 故 一 一 此 水雷 ヲ 敷設 スへキ 適 當ナ, 位 a ハ 最 モ 注意 シ テ 

之ヲ 測量 セ サ^-へ 力 ラズ 

電 氣觫發 水雷 敷設 式-ニー 法ァ ター ハ 一 群 ノ枝線 (單心 電欖) マ 中 問 線 (單心 電纜ご 一 接 緩 

シ更 -1 各群ノ 中間 躲ヲ. 一点- 一 集メ 本線 (^ 心 m 欖) ェ 接镄ス ，モノ 他ハ 一群/枝 線 (單 

心電 鵜) ヲ 水雷 ノ 直下 一一 於 テ 中間 線 -1 接續 シ 谷 群 ノ 中間 線 ヲ 集メテ 本線 (^心 電纜) 一一 

接糗ス ル ノー 一 シテ 前者 ヲ枝線 式 (第 十八 圖) ト稱シ 后者ヲ 丁字 式 (第 十九 圖) ト稱ス 

枝 線 式 ハ電撖 ノ長キ ヲ用フ ルト 水雷 ヲ敷 設ス ルノ 迅速 ナ ラサル ト 一一 於ーズ ハ遠ク 丁字 式 

一一 及 ハス ト雖 だ接續 * ヲ * 揚シ各 水雷 ノ狀 態ヲ 別個 一 一 試驗ス ルヲ得 ルノ点 一一 於テ 丁字 

式 二 «〃 

暑 

第二 章 水雷 敷設 法 及 發火法 

第 一 項 防 禊 針 画 

防饌 水雷 ハ 一般 一！ 左ノ 目的 ヲ以テ 敷設 ス 

水雷 術敎 科害卷 之. 二 十九 
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海底 水雷 ニニ 呎ノ 髙サ 一一 沈 置ス だヲ 一般 ノ 規則 ナリ トス ト雖充 潮流 急激 二 シテ 且ッ海 

底 岩石 ナル所 一一 ハ能ク 其 位置 ヲ 保持 セシメ 永ク 有効 ナ ラシ ムル r 難 シ斯ル 場合 一一 ハ固 

定 装置 ヲ施ス ヲ耍ス (第 十六 圖) ハ此ノ 一例 ヲ示ス モノ -ー シテ錘 量 及 繋 維 索 共 二 特別 ノ 

製造-一 係^ モ ノ ナリ而 シテ斯 ノ如キ 場合-一 使用 ス ル 海底 水雷 罐ハ 浮量ヲ 除クヲ 可ナリ 

ト ス 

第二 浮漂 水雷 (第 十五 鬮乙) 

浮漂 水雷 ハ 海底 水雷 ノ如ク 海底 一一 近ク 繫維セ スシテ 水面下 三十 六呎 ノ高サ 一一 繋 維 ス〃 

乇 ノナリ 故-一 海底 水雷 ヲ用 ヰル 「能ハ サル如 キ深キ 水 一一 於 テ視發 水雷 トシ テ 使用 セ ラ 

. 第三 電 氣觸發 水雷 (第 十七 圖) 

此 水雷 パ 艦船ノ 觸銜ス べキ 深度-一 沈置ス ぺキ モノ-一 シテ 通例 水面下 六呎 乃至 二 〇 呎 一一 

槃維ス 

(第 十七 圔) ハ 電 氣觸發 水雷 ヲ 丁 宇式 一一 沈 置 シ タ ル 狀態ヲ 示 ス 

m 氣觸發 水雷 ハ之ヲ 敷設 ス々 -1 適當ナ ル深サ ヲ撰ム 1 極 メテ肝 耍ナリ 何トナ レ バ其深 
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^ 丁字形 接績凾 二 シ -グ內 一一 斷 電路 子 (d ) ヲ 揷定 シ タルモ ノヲ 示ス 

(丙 ズ視發 水雷 ヲ 敷設 ス ルキ 一一 用 t (丁) ハ電 氣觸發 水雷 ヲ枝線 式-一 敷設 ス ル 各 其 枝 

S 一一 斷電路 子 ヲ容ル へ キ 「ポッケ ッ ト， |( e ) ヲ備フ ル モノ ナレ 死往々 視發 水雷-一 乇亦 

併用 シ 得へ キ *- ノナタ 

接 ヲ沈 S ス ル * 二 之-一 「ク >i I イング チェ ー ン」 (weighing chai-) ヲ 附着 シ其端 二 

輕索ヲ 結 若シ小 浮標 ヲ附 シ蒗ク へ シ 

接複凾 /重 & ハ 大略^ 中 一一 於テ W キ "」 ヨリ 少 ナカ ラサル ヲ耍ス 若シ輕 重ナル キ "靜 

止 ス < 能 ハス シテ 潦轉シ 二 錯亂 ヲ生ス ル *： ハ 之ヲ揚 R ス ル甚ク 困難 ナ レ ハナ リ 



第五 項 水雷 繁維法 

第 一 海底 水雷 (第 十五 鬪甲第 十六 H) 

海底 水雷 "海面 n- リー 一十 六呎 乃至 六十 呎 海底 ヨリ 三呎/ 高サ 一一 沈置シ 以テ 水雷 ノ 岩礁 

等 二铀レ W 掼ス ルヲ 防護 ス だモ ノナリ 又 電路 啓 閉器ヲ 附シ視 * 觸發兩 種ノ 作用ヲ ナサ 

シ ム ル 亦 シ (第 十五 H 甲) ハ 電路 啓 閉器附 海底 水雷 沈 ffi ノ狀 悠ヲ 示ス 

水 m 術敎^ 之 二 
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十六 



加へ 以テ 水雷 布 設艇ノ 「パク」 ニ至リ 「クイン チ」 一一 逯ス 水 ュ 十分 ナ〃 ヲ要ス 

. 第 四 電纏 接績具 (第 十四 圔) 

霜覽接 續具 一一 二 ，ァリ 一 マ^ 合, fffQ ョ necti 一お box) ト云ヒ 一 ヲ接績 幽 or ョ Ictio- box; 

云 フ 接合 凾 ハ 同楝電 羝ノ 接合 二 用 井 接續凾 ク 本線 ト枝線 ト接續 ス ル 塢合 一！ 用フ 

該凾 ハ 共 -ー 鑄 鉄製 ュ シ -ズ其 主要 ハ 接合 部 二 於テ 心 線 上 一一 緊張 ヲ及サ シメサ A 爲メ： m 

端ノ ffl 塊 ヲ鹏シ 「ホ ー ル ト」 及ヒ r ナ ッ ト」 ヲ 以テ 窀纜ヲ 緊握セ シ ムだモ ノナリ 其 秫 類 左 

ノ如シ 



鼠 心電欖 接合 凾 

倍 心電纜 接合 凾 

丁字形 接績凾 

七 心電攬 接镄凾 



(第 十四 繭 甲) 

(第. 十四 圖甲) 

(第 十四 阓乙) 

(第 十四 圖丙 丁) 



四 心電纜 接續凾 

(甲)； 接合 凾 一一 シ テ 單心、 四 心 及 七 心 電纜用 一一 メ 共 一一 其 形 同 シ ク 只 大小 ノ差 アル ノミ 

(乙) ハ數個 ノ電氣 觸發水 $5 ヲ 丁字 式え 敷設 シタダ トキ 其 枝線ト 本線 ノ 接合 部 ヲ 保持 ス 



Digitized by 



Google 



浮標 水雷 用 

電 氣觸發 水雷 用 

海底 水雷 及電氣 機械 水雷 用 

反 装 水雷 用 

海底 水雷 固定 用 

位置 浮標 用 



現今 我 海軍-一 於テ 採用 セ ダモノ ハ左 ノ如シ 

1 号 錘 量 1 o 「ハ ンド レッド クュ ー ト 

二号 錘 量 七 「ハンド レッド クェ ー ト 

三 号 錘 量 五 「ハンド レッド ク VII ト 

四 号 錘 量 三 「ハ ンド レッド クェ ー ト 

特別 長方形 健 量 ！ 〇 「ハンド レツ ドク h I ト 

沈 錘 (「パラス ト」) 一 「ハンド レツ ドク ェ ，u 

右ノ重 海水 中-一 於 ケル者 ヲ示ス 

(註) 球形 水雷 -1 對シテ ハ未タ 規定 セラ レタ ル锂 量ナシ 

第三 「トリ ツビ ングチ V- 1 ン KTri2>ing 

水雷 ヲ引揚 クル 二 ハ决テ 装 sa^-ffi ヲ 使用 ス ベ カラ ズ必ズ 「トリ ツビ ング、 チ ュー ン」 ヲ 

用ュ ぺキ モノ トス 

此欽鐽 ハ 錘铙 二 鉗 住 シ電纜 一一 沿フ テ數ケ 所綁着 シ置キ 以-プ 水雷 ヲ 引揚ク ル用 一一 供フ而 

テ其 長ナ ハ 海水 ノ深淺 二 關スル モノ 一一 シ テ 通常 朔 3.: 高潮 時ノ 深サ 一一 尙 二十 呎ノ 余長ヲ 



水： 術敎科 害 卷之ニ 
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第 四 項 槃維 装具 ノ 用途 及 構造 

第 一 槃維索 (Mooring rope) 

槃維索 ハ屈徺 シ易キ 鋼索 ヲ、： S テ製シ タルモ/ * シテ其 耍点ハ 第 一 堅牢-一 シテ 柔軟性 ヲ 

具へ 輕小 一一 シ テ水ノ 抵抗 ヲ减セ シメ且 久シキ 一一 堪ュ ル /力 ヲ有ス ル 二 在 リ而シ テ此堅 

牢ュ シテ 柔軟 ナル ハ細小 ナツ 鍋索ノ 具備 ス ，所 ナレ 巧弒 水中- 1 在テ 久シキ -1 堪ルノ 一 

事 一一 至テ ハ大索 一一 ァ ラザレ パ能ハ ザ ダ所ナ だ故ュ 兩点ヲ 考察 シ以テ 銅 索 ノ太サ ヲ定メ 

ザ ル ぺ カラ ズ 而シテ 水雷 ノ錘量 ハ往々 槃維索 ヲ以テ 拾揚ス ルコト アルガ 故 一一 適 當ノ牽 

張力 ヲ 具備 セ サルぺ カラ ズ ♦ 

- . 锒ニ 錘 量 (sinker) 

此器ハ 敷設 水雷 ヲ 定位置- 1 保持 ス ，へ キ用ー I 供フ 

此器 ハ鎿鐵 ヲ以テ 製シ 上面 二 ニニ 個ノ 「 ラグ」 ヲ懶フ 中央 ノ モノ ハ大ニ シテ繋 維 索ヲ鎖 

住ス 氷 一一 供シ 其他ノ ニ個ハ 小一！ シテ其 一 ハ 錘量ヲ 引揚ク べキ 「トリ ツビ ングチ HI ン」 

ヲ取 附ケ他 ハ之ヲ 沈置ス ルキ脫 離 釣 又ハ沈 置索ヲ 取附ク ルー ー供ス 

錘量ノ 重量 ハ 水雷 ノ浮 * 潮流，' 强弱又 海底/底 質 等 一一 ヨリ 其 量 ヲ定ム ルモ/ トス 



-0 
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ftz. 狀况ヲ 明瞭 二 試驗シ 得ル. ノ ミナ ラズ又 タ視發 水雷-一 啓 閉器ヲ 併用 ス ル * ハ 視發觸 

螢 合法 シ テ 使用 ス 氷 1 7 得 ヘシ ，* 

(第 十三 躍)； 海底 水雷 及ヒ 浮標 水 富 一 1 使用 ス V 馄驊 器/接合 ヲ示ス - 

本器ノ 作用 ハ先ッ 遒流ヲ 本線 ヨリ 送ル 時； 電池 ヲ出テ 、信管 ヲ通 y (3 ) 一一 至 リ五 「 ォ 

I ム」 綰線 マ經テ (よ ) 一一 至リ (4 ) ヨリ 術 鉄 一一 至 ル此衛 鉄 力 馬蹄形 磁石 ノ 北極 一一 近ク K 

力 ク 、ヲ以 I ズ右止 点 (お ) -1 引着セ ラレ アツ ガ故ニ 衛鉄二 來 リタ 電流 ハ (8 ) ヨリ (G ) 

一一 至 リ地板 ヲ經テ お 池 ュ歸流 ス然ル ュ (3) ヨリ (4) 二 至ル 電流" 衛^ ノ 上端 ヲ北 極性 

ト ナ シ (7 ) ュ 引着セ シメ (S ) ョ リ 銜放 ス グ ヲ以 テ^ 路斷絕 ス 仝 時 一； 衛鉄 つお ヒ (8) -1 

引 着 セラ レ又タ m 路 開通 ス此 ノ如ク 反 投此働 作 ヲ爲ス ヲ以テ 此^路 中二 耳 聽機ヲ 入〃 

、 * ； 衛趺- 働作ヲ 明瞭 二 聞取ル r ヲ得 ルナ" ft 一一 試驗 m 流ヲ 本線 ヨリ 送リテ 働作ヲ 

試驗ス . 

又タ地 板ョ？ ^流 ヲ送ル 時 ハ地板 ヨリ 7) ニ入リ S 二 (S) 一： 至 リ衛鉄 ヲ經テ (4) -1: 全 

リ五 「 ォ I ム J^i 線 ヲ通リ (3 ) ョ 卩 信管 ヲ經テ 本線 ヨリ^ 池 一一 ^流ス 故 一一 發 火^流 、ノ 地 

板 ヨリ 送〃 ヲ耍ス 

水雷 術敎？ S* 卷之ニ 十三 
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內方綰 線ハ五 r ォ I ム」 ノ 抵抗 ヲ有ス ル大線 一 I シテ 外方 ノ モ ノ ハニ千 「ォ ー ム」 ノ 細線ナ 

リ大線 ノ兩端 ハ紡線 蝶 7 )(4) ニ至リ 細線ノ モノ 二 至 ダモ/ ナリ 

今 若シ此 等綰線 ノー 一一 電流 ヲ 通過 セシ ム^' * ハ 一時 (")(h) 軟衛截 一一 磁力 ヲ發 ス而テ 

其 極性 ぺ電 流ノ 方向-一 ヨリ 相變ス か モノ トス 

(第 十二 阖丁) 一 一 ョ レ ハ 衛鐵ハ 常態 二 於- ズ 永久磁石/ 極 一一 近 キカ故 一一 其 上端 ( a ) 力 

南極 性ヲ 保有 ス ヘシ 然シテ 電流 此 南極 ヲ 保綏ス へキ 方向 一 一 於テ綰 線中ヲ 流過ス ル間ハ 

衛鐵此 位置 一一 於テ 靜止ス ダモノ トス 然レ 巧 鬭 中矢ノ 方向 ヲ以テ 示 スカ如 ク反對 方向 二 

於テ 充分 强大ナ V 電流 ヲ綰線 中 二通 過セ シ ムル片 ハ 衛鐵ノ 極性 轉倒 シテ 上端 ( a ) " 北 

極トナ リ爲メ 一一 永久磁石 ノ (N ) 極 ュ依テ 銜放セ ラ レ (S ) 極 一； 於タ 引着セ ラレ 終 0 左 止 

点 (7 ) -! 壓當ス ル モノ ナリ 

故-一 此 綰線ノ 一 ニ於テ (S) ヨリ (丄 又 二 4) ョ义 3) ノ方向 一一 流通 ス ル所ノ « 流ハ右 

止點 (8 ) 二 向テ其 平常 ゾ 位置 二 衛鐡ヲ 保持 セント シ 又反對 方向 -1 於ケ ル 電流 ハ 左 止 点 

(7 ) 一一 向テ之 ユ 運動 セ シメン トス ル モノ ナ" 

我 海軍 一一 於テ 電驛器 ハ視發 水雷/、，、 一一 使用 ス然レ ザ 之 ヲ觸發 水雷 一一 使用 ス ルキ ハ 水雷 
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此 s ハ ssa ラゾテ 大小 二種 ァタ大 ナルモ /ハ 視發 水雷 內 一一 用 ヒ 其內部 -1 導火藥 罐及電 

驛 S ヲ装 K シ (第 十 一 H 甲) 小ナ ダモノ ハ啓 閉器內 一一 用 ヒ其內 部 一 1 啓閉器 機及電 驛器ヲ 

装 S ヌル モノ. -ス (第 十一 讕乙) 

第 六 安 氏電驛 s( A ーミ strong ビ relay) (第 十二 阖) 

fts ハ 一種 驛 一 シテ 水雷 *内 及ヒ啓 閉器內 一一 装置 シ沈 S 后 其 水雷 ノ狀 態ヲ 

試驗ス だ 二 最 モ 有効/ モノ タリ 其 i 用ハ 水雷 及 ヒ啓閉 器-一至 ル 電路 ノ導 通ヲ 別箇-一確 

8 ス 产 ヲ得且 一 水雷 ヲ視 ^兩法 二 由テ發 火ス ル ヲ得セ シム ルー 一 ァ リ然レ 托現今 我 

**ニ 於テ視 好^ 解發法 ヲ廢セ シヲ以 テ單ニ 水雷 鎩內 ノ狀 態"' 試驗ス ル ニ供セ ラ〃 

(fs 十二 画) ハ安 氏^ Bf 器 ノ 平面 W 及ヒ切 新面鼹 ナリ 

H 中 (-" ) ，メ (7 ) ユ (G ) ハ (8 ) - 一 永久 二 a 接セ ラル、 モノ トス 

^s( a xh ) ハ 中心 一一 樞袖ヲ 冇シ其 ハニ «ノ£？ 蹄 形 磁石 ノ係 H 一一 於テ 励搖ス へ ク 

ナナ，、 モノ ナ？ 而シ チ此 術！ s ノ Lii ハ常 一一 (S ) 3 リモ些 力 (，ヽ ) 二 近キ 力 故 二 ゆ W ノ 

状態 一一 在テ ハ つ N ) 極ノ 方-; 引^ セラ レ右 止ト ) ュ SI 眷ス ル キノ ナリ又 術铋/ 周^ 一一 

二 慎 ノ絃垛 ァク fi^g^: 一一 依テ術 SS ，リ 隔離 セラ レ術 « 、ノ 孩^ 屮 ュ 作動ス ル モノ トス 其 

水 赏条敎 科 書 卷之ニ 十 • 
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(a) 本体 (b) 底片 (C) 斷 m 路 信管 

(d) 本線 及 枝 線 (e) 革 製 環 坐 

第 四 導 火藥躍 (發火 子 )(7iirs) (第 十 圆乙) 

此罐 ハ銥カ 製圓筒 一！ シテ濕 綿 火 藥ヲ發 火 セシム 可キ乾 綿火藥 及爆發 信管 ヲ 保有 セシ ム 

〃ノ器 一一 シテ其 大サ鼓 狀乾線 火 藥四個 及 ヒ爆發 信管 二 個ヲ容 ル 、 一 一 適ス其 組成 左ノ如 

シ (第 十圖 乙) 

( a ) 罐体 

に) 3 ャ ，一枚 ノ鼓狀 鐵板間 一一 護設 鼓板ヲ a キ) 

(b ； 口 片グ「* ホ ー タト 一 及 「ナット」 ヲ 以テ螺 締ス、 

(e) n 片ノ ス レ in 部 ヲ强ム ル タメ ノ装帶 (は^れび い 装 帶ヲ) 

導 火藥鎩 ヲ實用 一一 装備 ス ル 一一 ハ先ッ 蓋 マ開キ 毛布 塞ヲ 除去 シロ 片ノ孔 二^ 常 或 ハ叉狀 

ニー 接合 シ タル 二 個/爆 發 信管 ノ 脚部 ヲ貧通 シ 管 身 ヲ 上屛ノ 鼓狀乾 綿火藥 一一 揷入 シ而シ 

テロ 片ヲ 装置 シ 廻 螺器ヲ 使用 シテ 「ナット」 ヲ 螺定 シ 護謨 ヲ罐侧 及 ヒ 信管 脚部 ノ 周囲 一一 

擴 充セシ メ以テ 充分 水 密ナ， 二 至 ラシ ム 

第五 包 筒 (Envelope) (第 十 一 豳) 
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第二 「シ ルバ I タ クン」 式 電路 啓閉機 (第 九圆) 

此器機 ハ啓閉 器 又ハ電 氣觸發 水雷^ 中 -1 装置 スべキ モノ- 1 シテ其 組成 (第 九圖) ノ 如シ 



丁) ffi 筒 

(4X5) ゴム 環 坐 

(8) i« 

n) 本線 絡 線 

n > 調整， 螺及 臼^ 觸點 

(は) 地 板 線 



(2) 機 底 (2) 底片 

(6) 螺狀彈 子 (7) 彈基針 

(9 ) 基 針 -ー附 ち フレタ ダ 具鍮豳 e ) 觸着片 

(は) 絕綠鈹 板 (2) 絕綠 鈹板ノ 固定 蟝 

CS) 固定 螺 (2) 本線 

\1~ } おお， >4』4 お 

此 器/作用 ハ 艦船 ノ觸銜 一 | 遭フャ 嫘狀彈 子^ 動 シ テ 白金 觸 K 解着片 一一 脚當 ス 故-一 窀流 

ハ 地 板 線 ヲ經テ 其 絡 線 蝶-一至 リ逑ニ 本線 一一 移リ テ 電路 ヲ完連 ス 

第三 断 電路 子 (Di§miter) (第 4» 圆甲 ) 

此器 、ノ斷 電路 信管 ヲ 保有 シ 一 群 連 ノ^ 氣觸發 水雷 ヲ沈 S ス ル * 一一 用ュ ダモノ 一 一 シテ鏠 

鐡 ヨリ 成 リ其ロ 一一 ハ 通常 ノ底片 ヲ螺入 シニ條 ノ絕緣 線 ヲ通シ 枝線ト 本線 トヲ 接續シ 其 

水 密ヲ確 K 一一 ス其 組成 左/如 シ (第 十 H 甲) 
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第三 項 諸 装具 ノ 用途 及 構造 

« 1 底片 (絕 緣栓) (lirting plug) (第 七鬪) 

底片 ハ 1 一條 ノ絕緣 導線 ヲ 保有 ス ル奧鍮 製 ノ螺栓 二， シ テ 水雷 罐ロ、 啓閉器 ロ若ク パ 斷啻 

路 子等 一一 蝶定 シ 镞內 ノ 信管 又 \ 啓 閉器機 部 ト 電欖ヲ 接績ス タノ 線 ヲ水密 一一 保タ シム〃 



ノ器 ナジ 之ヲ 貫通 ス ル線 ノ^ サ 一二 一 钝ァリ 八呎及 三呎ノ モノ 之 レナ リ 前者 ハ電 氣觸發 

水雷、 ^氣 機械 水雷 ノ 用-一 供シ 後者 ハ之 レヲ斷 電路 子 及視發 水雷 一一 用ュ其 組成 左ノ如 

シ (第 七鼷 甲) 

(丄外 筒 (b) 歷定栓 

(C) 滕定嫘 7^ 絕緣 導線 

(二 W 塊 (f) 小 螺頸環 

r) 突 子 

此 底片ヲ 口 片- ー取附 クル 一一 ハ先ク 護謨 製 環 坐或ハ 「パラフィン 」 油-一 浸シ タル 革 環坐ヲ 

ロ片/ 所 一一 S キ之 一一 底片ゾ 緣部ヲ 嵌 込 ミ テ後固 ク小螺 頸環ヲ 螺定 スべキ モノ トス 又 

底 片ノ廻 動ヲ防 クタ メ緣部 二 突 子ァリ テロ 片ノ溝 二 朕合ス クノ 装置 ヲ有ス (第 八圖) 



第 四 擬 水雷 罐 (^五 圆) 

此 水雷 ハ防 « 水雷/敷設 線 外 或〜 翼 面-一 敷植ス へキ モノー 一 シテ其 要 我 水雷 敷設 面ヲ破 

a セン トス ル敵ノ 畫 策ヲ 無効 一一 歸セ シ ム ，力 或ハ 之レヲ 遲延セ シム ルー 一 在" 罐ノ 形狀 

ハ電氣 » 發 水雷- 1 擬シ 塗料 モ亦 之レ ト 同色 ヲ用 ュ而メ 其之レ ヲ 敷設 スル 一一 當テ ハ 若干 

個ハ 常-一 洞見 シ得可 キ樣沈 シ 枝電羝 數尋ヲ 附着 シ 鉄索 ヲ以テ 堅固 -1 槃維ス へキ モノ 

ナタ往 * 其 繁維索 一一 倒 ts ヲ 附着 スル 1 ァリ (第五 圖) ハ 刻 水雷 沈 置ノ狀 態ヲ示 ス 

第五 電路 啓閉器 (第 六 園) 

此» ハ 敏锒- 一 シ チ 內- 一^ 閉 器攆チ 有、 ゾ海^ 水 窗若ク ハ浮溧 水雷 ト 併用 シ^ 路ノ 閉チ ナスべ キモ ノナ ルカ 玆 

時之チ 使用 セス 要ス レ ハ球 形^ 氛^ 械 水^^ ナ 利用 ス かノ計 * ナ 9 

從來ノ ^ 閉器ハ 其形钹 項^ 維 状 一一 ，ゾテ 外面 木皮 チ裝ス 而メ其 浮 S 大凡 一四 £ 听ナリ 

(第 六麵 X 3 ハ 底片 (h ) ハ n 片 (" ) ハ 啓 閉^ «( e ) ハ チ 梂 定ス ぺキ 包简ハ a ) ハ該 S チ釣说 クシ タメ 絞 

(C) ハ gf 維 未、，^ 着 スべキ ハ木戊 (f ) ハ 木皮 チ 維持 ス か- メ鉄 潲？) ハ 底 片等チ 保護 スか タメ ノ 

M ^保護 板 (L) ハ啓閉 お^ «チ ^通ス か 孔ナリ 



4 き 
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六 沈 置 後 其 狀態ヲ 試 驗スル コトヲ 得 

其 不利 トス ル所 左/如 シ 

1 發火 装置 復雜 一一 シ テ 多數 ノ電攬 ヲ要ス 

二 其装藥 多&ナ ルカ 故 一一 水雷/距離 ヲ 密接 ス ル コ ト能 

三 陸岸 ヲ距ル 遠距離 二 敷設 ス ル能ハ ス 

四 濃霧 若クハ 暗夜-一 在テハ 照準 ヲ行フ 能 ハス 

五 衛所 其 他 陸上-一大 ナレノ 設備 ヲ要. シ不經 濟ナヅ 



ス 



第二 項 水 is 鑼及 電路 啓 閉器ノ 構造 (第一 二三 四 五六 圆) 

從來我 海軍-一 於テ ハ專ラ 圓壌形 水雷 罐ノ ミヲ 使用 シ來 リシ 力 近時 海底 水雷 ヲ除 クノ外 

悉ク 球形 ノモ ノト ナシ 在來ノ 圓壕 形罐 ハ 戦時 假根據 地 等 ノ 臨時 防澳用 ト シ テ 保存 セ ラ 

, 球形 水雷 罐 、ノ 圃檮形 水雷 罐 一一 比 シ 水壓カ 一！ 堪へ且 ッ流潮 ノ侧壓 ヲ减ス ル等ノ 利ァリ 

ト雖充 製造 困難 ナ だ ヲ以テ 昔時 之ヲ 採用 セサヅ シ モ 近時 技術 ノ進步 ト共ニ 之ヲ 採用 ス 

〃二 至 レリ 
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ハ其 位置 ヲ移 動セ シメ ラル、 ノ恐レ ァリ愛 ヲ以テ m 氣觸發 水雷 ハ我 艦船 モ 通航 セ 

ザ戽可 ラサ ，鹆所 一一 敷設 ス ル 一一 適當ナ ラ ス 

1 1 機械 水雷 (Mechanic-1 Big) ハ 艦船 ノ街 解 カヲ 利用 メ自働 的 一一 水雷 ヲ發 火セ シ ム〃 

モ/ 一一 ズ激發 々火 法、 * 擦發火 法、 化 學的發 火 法 等 諸種 アジト 雖之カ 沈 a 一一 際シ甚 

タ 危險ナ ル者 ナルヲ 以テ我 海軍 一一 於テ ハ 只. m 氣 機械 水雷 ト稱ス ル 一 種ヲ 採用 ス 

電氣^ 械 水雷 ハ 其 装置 ノ 主意 電氣 觸發 水雷 一一 類似 スレ トモ 其發火 電流 ハ之ヲ 陸上 

ヨリ 輸送 セズシ テ 水雷 其 物ノ中 "1 電池 ヲ備へ 敷設 后 安全 離距外 一一 於テ 電路 ヲ 連接 

シ «s キ敵 艦- 銜觸- 一依 リ 電路 ヲ 完連シ 自ラ發 火ス ヤノ 装攛 ヲ有ス ルヲ 異ナリ トス 

祝發的 水雷 ノ鳏發 的 水雷 一一 比 シ刺ト ス ル所左 ノ如シ 

1 我 船ノ 通航 ヲ防 硯ス ルコ トナシ 

二 海水 ノ干 ffi 差 如何 -1 關セ ス有 効ナリ 

三 水色 透明 ナル モ深 水中 二 ァ ルヲ以 テ敵ニ 發昆セ サ ル 、ノ 患少 シ 

四 潮流 ノ 影况ヲ 蒙ムル r 寡ナシ 

五 水？. W 內ノ 機械的 装 K 簡舉ナ ルヲ以 テ敵ノ 反 装 水雷 ノ爲メ 一一 害 ヲ受ク ク コ ト少シ 
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水^ 術^ ft さ 卷之ニ 一 __■ ■ ！ 二 I 

一線 上 一一 敵 艦 ノ來リ タル トキ 其 水： 窗ヲ發 火スル モノ 之ヲ 交叉 發火法 (S 一. in 只 一」 >• cross 

beari 一一 g) ト稱シ (二) 一衛 所/照準 ヲ以テ 線內ノ 水雷 ヲ 同時 ー一 發 火スル モノ 之ヲ ー齊發 

火 法 (sim-ltagols firing) ト稱シ (三)^ 衛所 一一 於テ單 衛所 視發 弧器ノ 照準 ヲ以 テ耍ス \ 

水雷 ノ ミヲ 發火ス ル モ ノ之ヲ 單親發 火 法 (single oblation method) ト稱ス 

第二 觸發的 水雷 

觸發的 水雷 ハ更 -I 分ッテ ( 一 ) 電 氣觸發 水雷 (FJectro contact ヨ ine) 及ヒ (二) 電氣 機械 水 

雷 (Electro mechanical ョ me) ト ス 

1 電 氣觸發 水雷 ハ敵艦 ノ銜觭 ヲ蒙ル マ テ 電路 內ー I 破 斷部ヲ 維持 ス ぺキ 一 秫ノ 機械 タ 

〃電路 啓 閉器機 (circ-it closer) ノ作働 一一 ヨリ 陸上 ヨリ 導キタ 路ヲ 完連シ 水雷 

ヲ爆 發セシ ム ル モノ ナリ 電路 啓 閉器機 ノ形狀 一一 ハ種々 ァリト 雖先其 原理 ハ 艦船 ノ 

銜 » 一一 ヨリ テ機中 一一 設ケ タル 電路 ノ破 斷部ヲ 接觸セ シ メ以テ 電路 ヲ 完連ス ル 一一 ァ 

リ 

此 水雷 、ン 淺ク 水中-一 搫維 スべキ モノ ナ^カ 故 一一 若 シ之ヲ 航路 中 -1 敷設 シ テ 發火電 

池ヲ 分離 シ a 力 パ 艦船 街 觸ノ爲 一一 爆發ゾ 患ナシ ト雖 トモ 其 推進器 ノ爲 一一 破墩^ ク 
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第 一 章 敷設 水雷 (Mhls) ノ 種類 及 諸 装具 ノ 用途 

第一 項 敷設 水雷 ノ 種類 及 適用 

凡、 ノ 水雷ず 敷設 シ港灣 水路 ヲ 防锲ス \ -ー 當ヅテ ハ其 敷設 面 一一 於ケル 海底 ノ深 淺、 流 潮 

ノ 緩急 等 一一 隨テ異 棟/水雷 ヲ撰 用セザ ^ ベ カラ ズ今 其發 火/方法 - 一依 リ之ヲ 大別 シテ 

視發 的及糜 發的ノ 1 ー稀ト ス 

一 覼發的 水雷 (observation 一一 一 一 一一 es) ト ハ敵 艦ノ水 $S 上 二 ァ ^ ヲ認メ 陸上 術 所 (stati§) ョ 

リ隨 意之 ヲ 發火 シ得ル モノ ヲ云フ 

1 一 艉發的 水雷 (Q ョ ft - 一一 ineH) ト ハ 敵 艦 ノ 銜 觸カヲ 利用 シ之ヲ 發火 シ得 ル如ク 装置 シ 

タルモ ノナリ 

第 一 視發的 水雷 

祝發的 水雷 ハ 海底-一 接 シ 繋維シ タル トキ ハ之ヲ (一 ) 海底 水雷 (Ground mi 一- es) ト 稱ス然 

レ トモ 海底 深ク シテ其 毀 害 ヲ敵艦 一一 及ホ サ，、 ル 場合-一 之ヲ 水面下 適宜/深度 一一 浮游 

セシ ム之ヲ (一 一) 浮標 水雷 (Bollya-t ミ illos) ト稱ス 

視發的 水雷 ノ發火 法 一二 二 棰ァリ ( 一 ) 甲乙 兩術所 一一 於- グ視發 弧器ノ 照準 線：： IM 交叉 ス ル 
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總 齒 

海防 ハ 一般 ュ 軍港、 市府、 軍用 建造物 ヲ シーア 砲槃ノ 炎 害 ヲ免レ シ ム タノ 目的 ヲ以テ 海 正 

面 ュ 於テ ハ 固定 防懷タ \ 海岸 要塞、 布設 水雷、 水雷 砲台、 障碍 物ヲ 配置 シ 尙其 前方 一一 移 

動 防襯タ "防 隊、 水雷艇 隊ヲ 派シ陸 正面-一 ハ堡壘 ヲ築キ 野 戰軍ヲ 置 ク然レ トモ 之 

ヲ要 スルー 一 ハ 海防； 固定 防澳 移動 防 锲ノ徘 列 一一 過ギ ス而シ テ布設 水雷、 陪碍物 、ン 固定 

防襯 / 一 一大 要素 一一 シ テ 海岸 要 寒 ト 相侍テ 海 正面 ノ防 锲ヲ 完成 ス 

攻撃 艦隊 一一 シテ 海上 權ヲ 占ム ルノ 大目 的ヲ^ セ ン 一- ハ先 ヅ防锲 艦隊 ト 海上-一 戰 ヒ全ク 

之ヲ 撃破 シ或ハ *,退 封 翦セザ i ベ カラ ズ而テ 後 チ愈進 ンデ敵 ノ港灣 -1 接近 ス タヤ 必ズ 

防 者 ノ設 S セル 海中 防澳物 一一 遭遇 ス ベ シ 是 即布設 水雷 防材等 ユシ テ鑑隊 ノ爲メ 最モ恐 

^ ぺ キ防 害物タ リ故 -I 攻者 ハ S カ之ガ 排除 ヲ務メ ザ ルぺ カラス 是 一一 於テ 水雷 敷設 面攻 

接 法、 障害物 排除 法 ノ必耍 起〃 

抑 モ港裨 攻守 働作ハ 明治 三十 四 年 制定 ノ防 務條例 一一 依リ 海陸 軍/協同 分擔ス ル 所- シ 

テ 海岸 要塞 、ノ 陸^ 二 M シ 布設 水雷、^: 碍物 ハ 海軍 一一 厲ス故 一一 本書 -ー 於テ 、ノ 只布設 水雷、 

IS 碍物ノ 設備 及 其 防 禊面ノ 攻守 法ヲ 論述 ス. ルノ ミ 
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